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上
司
小
剣
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
の
事
情
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は
じ
め
に

　

上
司
小
剣
の
代
表
作
の
一
つ
に
「
東
京
」
が
あ
る
。「
東
京
」
は
、
第
一
部

〈
愛
欲
篇
〉、
第
二
部
〈
労
働
篇
〉、
第
三
部
〈
争
闘
篇
〉、
第
四
部
〈
建
設
篇
〉

か
ら
な
る
長
篇
小
説
で
あ
る
。
上
司
小
剣
自
身
が
「『
東
京
』
は
一
生
の
仕
事
」

（「
新
潮
」
第
35
巻
６
号
、
大
正
10
年
12
月
１
日
）
の
中
で
「
こ
れ
（
引
用
者
注 

・ 「
東
京
」
を
さ
す
）
が
私
の
一
生
の
ほ
ん
た
う
の
仕
事
の
や
う
な
気
が
し
て
ゐ

ま
す
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、「
東
京
」
は
大
正
十
年
か
ら
昭
和
二
十
二
年
ま
で
約

二
十
七
年
に
わ
た
っ
て
書
き
継
が
れ
た
。

　
「
東
京
」は
、
口
笛
の
天
才
で
あ
る
春
田
影
彦
と
い
う
青
年
が
、
大
阪
か
ら
上

京
し
、
恋
人
の
濱
江
、
そ
の
父
で
史
学
者
の
海
野
三
郎
、
同
郷
の
先
輩
で
画
家

の
吉
松
栄
、
女
流
作
家
の
岩
村
小
夜
子
ら
と
交
わ
り
な
が
ら
、
東
京
で
生
き
て

い
く
姿
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
上
司
小
剣
の
主
眼
は
、「
偶
然
に
集
合
し
た

多
く
の
人
間
が
、
う
よ
〳
〵
蠢
い
て
ゐ
る
だ
け
」
の
東
京
を
「
活
き
た
る
生
命

あ
る
、
一
つ
の
大
き
な
有
機
体
」
と
し
て
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
（「
序
」『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
大
正
10
年
12
月
25
日
、
大
鐙
閣
）。
上
司
小
剣
の
都
市
観
や

社
会
に
対
す
る
改
良
意
識
が
随
所
に
表
わ
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も

あ
っ
た
上
司
小
剣
の
観
察
眼
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
62
』（
平
成
元
年
６
月
５
日
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文

化
研
究
所
）
の
「
上
司
小
剣
」
の
解
説
に
は
、「『
東
京
』
は
、
大
正
八
年
九
月
に

読
売
新
聞
社
を
退
社
す
る
と
同
時
に
腹
案
を
た
て
、
長
大
な
構
想
の
四
部
作

と
し
て
晩
年
ま
で
書
き
継
が
れ
た
長
篇
小
説
で
あ
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
上

司
小
剣
は
「『
東
京
』
に
就
て
」（『
長
篇
文
学
全
集
第
16
巻
〈
上
司
小
剣
篇
〉』

「
長
篇
小
説
月
報
」
第
９
号
、
昭
和
３
年
11
月
１
日
、
新
潮
社
）
の
中
で
、「『
東

京
』
を
書
か
う
と
思
つ
た
の
は
、
大
正
五
年
頃
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
少
し

づ
ゝ
準
備
を
し
て
ゐ
た
が
、
時
代
の
遷
り
変
り
と
ゝ
も
に
、
材
料
も
ま
た
違

つ
て
来
て
、
初
め
に
集
め
た
材
料
は
だ
い
ぶ
棄
て
た
。
い
よ
〳
〵
来
年
か
ら
…

と
、
し
ツ
か
り
ペ
ン
を
握
つ
て
、
力
を
入
れ
つ
ゝ
考
へ
た
の
は
、
大
正
九
年

の
暮
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
司
小
剣
は
読
売
新
聞
社
を
退

社
す
る
以
前
か
ら
既
に
長
篇
小
説
「
東
京
」
を
構
想
し
、
準
備
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲
篇
〉
は
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
大
正
十
年
二
月
二

十
日
か
ら
同
年
七
月
九
日
ま
で
計
一
四
〇
回
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
間
に
休
載
は

な
い
。
連
載
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
東
京
」
の
み
で
、
そ
れ
が
四
部
作
の
第
一
部

で
あ
る
こ
と
や
〈
愛
欲
篇
〉
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
（
以
下
、
本

稿
で
は
第
一
部
を
他
の
部
と
区
別
す
る
た
め
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
と
表
記
す

る
）。
挿
絵
は
、
上
司
小
剣
の
「
森
の
家
」（「
婦
人
公
論
」
大
正
８
年
６
月
～

同
９
年
３
月
）、「
花
道
」（「
時
事
新
報
」
夕
刊
、
大
正
９
年
４
月
５
日
～
同
年

９
月
11
日
）
の
挿
絵
を
担
当
し
た
石
井
鶴
三
で
あ
る
。
石
井
鶴
三
の
挿
絵
は
、

大
正
十
年
五
月
三
十
一
日
と
同
年
七
月
五
日
以
外
は
毎
日
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
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計
一
三
八
点
に
及
ぶ
。
石
井
鶴
三
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿
絵
に
よ
っ
て
、

挿
絵
画
家
と
し
て
広
く
世
に
知
ら
れ
た
。

　

信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
に
は
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連

載
に
関
す
る
書
簡
が
八
通
（
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
６
通
、
石
井
鶴
三
宛

土
岐
善
麿
書
簡
２
通
）
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
簡
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
の
事
情
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
共
同
作
業

の
様
子
や
両
者
の
間
に
介
在
す
る
新
聞
社
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
、
上
司
小
剣
の
「
花
道
」

に
関
す
る
書
簡
も
新
た
に
六
通
発
見
さ
れ
た
の
で
、
拙
稿
「
上
司
小
剣
『
森
の

家
』『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
し
て
―
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら

―
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
」
第
１
号
、
平
成
24
年
３
月
31
日
）
の
補

遺
と
し
て
、
本
稿
の
最
後
に
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　
　
　
一
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
新
聞
連
載
の
い
き
さ
つ

　

石
井
鶴
三
の
「
上
司
小
剣
―
心
に
残
る
寸
語
雙
語
」（「
朝
日
新
聞
」
昭
和
42

年
12
月
19
日
）
に
よ
れ
ば
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
連
載
に
あ
た
り
、
上
司
小

剣
か
ら
「
こ
れ
は
私
の
生
涯
の
作
品
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
大
事
な
仕
事
だ
か
ら
、

ぜ
ひ
挿
画
を
か
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
手
紙
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
時
の
書
簡
が
、
①
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
で
あ
る
。

①
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
６
］）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
十
三
日

　
　
　

石
井
鶴
三
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
小
剣

　

賀
正

　

目
下
『
花
道
』
の
校
正
に
忙
殺
さ
れ
て
居
り

ま
す
。
二
ヶ
所
の
印
刷
屋
で
や
つ
て
早
く
出
さ

う
と
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
校
正
が
大
変
で

す
。
小
さ
く
か
い
て
い
た
ゞ
い
た
画
の
入
れ
場
所

が
め
ち
や
〳
〵
で
困
つ
て
居
り
ま
す
（
玄
文
社

の
方
で
入
れ
ち
が
へ
た
の
で
す
）

偖
も
う
一
つ
お
願
ひ
が
あ
り
ま
す
が
、
来

月
の
中
旬
頃
か
ら
、
小
生
は
東
京
朝
日
新

聞
に
長
編
を
書
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
花
道
』

な
ぞ
と
ま
た
別
の
も
の
で
、『
東
京
』
と
題
す
る

長
編
で
、
取
り
敢
へ
ず
其
の
前
編
に
取
り
か
ゝ
ら

う
と
す
る
の
で
す
が
、
小
生
一
生
の
仕
事
に
し
た

い
つ
も
り
で
、
読
売
の
新
年
号
に
『
今
年
は

何
を
書
く
か
』
の
題
下
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
の
質
問
に
『
東

京
』
を
書
き
た
い
と
答
へ
て
お
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
を
『
朝
日
』
で
見
て
、
是
非
朝
日
新
聞
に　
［
改
ペ
ー
ジ
］

載
せ
よ
と
い
ふ
交
渉
が
あ
り
ま
し
て
、
小
［
生　

ミ
セ
ケ
チ
］

生
は
も
う
少
し
準
備
を
し
て
四
月
頃
か
ら
と

思
つ
た
の
で
す
が
、
朝
日
で
は
も
う
少
し
早
く

と
の
事
で
、
到
頭
来
月
か
ら
同
紙
の
小
説

欄
へ
出
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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そ
ん
な
次
第
で
、
も
と
〳
〵
最
初
か
ら
本

に
す
る
目
的
［
つ
も
り　

ミ
セ
ケ
チ
］
の
も
の
で
、
小
生
は
一
生
懸

命
に
そ
れ
に
か
ゝ
る
つ
も
り
で
す
が
、
其
の

挿
し
画
に
是
非
ま
た
貴
兄
の
お
骨
折
り

を
煩
は
し
た
い
と
思
ふ
の
で
す
が
、
御
都
合
い

か
ゞ
で
せ
う
か
。
尤
も
今
度
は
一
日
〳
〵
で

な
く
前
に
少
し
ま
と
め
て
書
い
て
お
き
た
い

と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
御
旅
行
を
妨
げ
る
［
や
う
な　

左
傍
挿
入
］
こ
と

は
あ
る
ま
い
と
［
不
明
二
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
存
じ
ま
す
。

『
東
京
』
と
い
ふ
、
人
間
の
偶
然
の
集

合
場
所
の
雑
然
と
し
た
色
合
ひ
を
主
に

し
て
書
か
う
と
す
る
も
の
で
、
小
生
に
は
一
生
の
仕

事
の
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
私
の
最
も

敬
愛
す
る
貴
兄
の
画
が
い
た
ゞ
け
れ
ば
非

常
に
有
り
難
い
の
で
す
。
い
づ
れ
朝
日
社
の
方
か
ら

お
願
ひ
に
出
る
や
う
に
言
つ
て
お
き
ま
し
た
が
、
先
づ

小
生
か
ら
御
内
意
を
伺
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

御
都
合
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
成
る
べ
く

御
承
諾
下
さ
［
ら　

左
傍
挿
入
］
ば
小
生
の
喜
び
は
非
常
で
す
。

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
府
内
。
田
端
二
八
二
。
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消

印
は
な
い
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）

で
あ
る
。
封
筒
裏
に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
一
月
一
三
日
夕
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
大
正
十
年
一
月
十
三
日
に
書
か
れ
た
手
紙
で
あ
る
。
便
箋
は
二
枚

で
「
東
京
文
房
堂
製
原
稿
用
紙
」
を
使
用
し
、
本
文
は
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

上
司
小
剣
は
「
目
下
『
花
道
』
の
校
正
に
忙
殺
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
二
ヶ
所

の
印
刷
屋
で
や
つ
て
早
く
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
校
正
が
大
変

で
す
」
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
上
司
小
剣
は
「
時
事
新
報
」
に

連
載
し
た
「
花
道
」
を
玄
文
社
か
ら
出
版
す
る
た
め
、
小
説
本
文
の
校
正
中
で

あ
っ
た
。
玄
文
社
は
出
版
を
急
い
で
い
た
よ
う
で
、
一
冊
の
本
を
二
か
所
の
印

刷
所
で
刷
ろ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

ま
た
、「
小
さ
く
か
い
て
い
た
ゞ
い
た
画
の
入
れ
場
所
が
め
ち
や
〳
〵
で
困

つ
て
居
り
ま
す
（
玄
文
社
の
方
で
入
れ
ち
が
へ
た
の
で
す
）」
と
い
う
の
で
、
玄

文
社
の
ミ
ス
で
石
井
鶴
三
の
挿
絵
が
適
切
な
箇
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
報
告
し
て
い
る
。

　

①
の
書
簡
か
ら
、
単
行
本
『
花
道
』
を
刊
行
す
る
際
、
小
説
家
と
装
幀
家
と

出
版
社
の
共
同
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

①
の
書
簡
で
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
司
小
剣
が
「
小
生
一
生
の
仕
事
に

し
た
い
」
と
い
う
「
東
京
」
の
挿
絵
を
石
井
鶴
三
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

上
司
小
剣
の
「
挿
絵
画
家
は
作
家
の
女
房
」（「
読
売
新
聞
」
大
正
10
年
３
月

13
日
）
に
よ
る
と
、
上
司
小
剣
は
「
初
め
は
絵
な
ど
は
ど
う
で
も
い
ゝ
と
思
つ

て
ゐ
た
」
が
、
石
井
鶴
三
に
「
森
の
家
」
の
挿
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
、「
小
説

の
挿
絵
と
い
ふ
こ
と
に
対
す
る
考
へ
方
が
大
変
に
重
く
」
な
っ
た
と
い
う
。
石

井
鶴
三
が
「
花
道
」
の
挿
絵
や
装
幀
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
上
司

小
剣
が
石
井
鶴
三
を
指
名
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
上
司
小
剣
は
こ
れ
ら
の
挿
絵

や
装
幀
を
通
し
て
、
石
井
鶴
三
の
仕
事
ぶ
り
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
手
紙
を
書
き
、「
一
生
の
仕
事
の
つ
も
り
で
」
取
り
か
か
っ

た
「
東
京
」
の
挿
絵
を
、「
敬
愛
す
る
」
石
井
鶴
三
に
懇
請
し
た
の
で
あ
る
。
上

司
小
剣
は
、
石
井
鶴
三
が
挿
絵
を
描
く
に
あ
た
り
、「
作
中
に
出
る
人
物
の
性

格
だ
と
か
、
作
の
奥
に
あ
る
思
想
、
そ
れ
か
ら
背
景
に
用
ひ
ら
れ
る
土
地
と
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い
ふ
や
う
な
こ
と
」（
前
掲 

上
司
小
剣
「
挿
絵
画
家
は
作
家
の
女
房
」）
を
重
視

す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
し
て
い
る
小
説

が
「『
東
京
』
と
い
ふ
、
人
間
の
偶
然
の
集
合
場
所
の
雑
然
と
し
た
色
合
ひ
を
主

に
し
て
書
か
う
と
す
る
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
わ
せ
て
記
し
て
お
い
た
の

で
あ
る
。

　

①
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
を
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に

連
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
「
読
売
の
新
年
号
に
『
今
年
は
何
を
書

く
か
』
の
題
下
の
質
問
に
『
東
京
』
を
書
き
た
い
と
答
へ
て
お
き
ま
し
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
を
『
朝
日
』
で
見
て
、
是
非
朝
日
新
聞
に
載
せ
よ
と
い
ふ
交
渉
が
あ

り
ま
し
て
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

上
司
小
剣
の
「『
東
京
』
に
就
て
」（
前
掲
）
に
よ
る
と
、
大
正
九
年
の
「
大

晦
日
の
夜
半
十
二
時
頃
」
に
、「
至
急
報
の
『
ウ
ナ
』
電
報
」
が
届
き
、「
披
い
て

見
る
と
、
東
京
朝
日
新
聞
社
か
ら
で
、『
チ
ヨ
ウ
ヘ
ン
（
ト
ウ
キ
ヨ
ウ
）
ア
サ
ヒ

ニ
イ
タ
ダ
キ
タ
シ
イ
サ
イ
フ
ミ
』
と
」
あ
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
で
社
会
部
長
を
し
て
い
た
原
田
譲
二
は
「『
東
京
』

の
頃
」（『
長
篇
文
学
全
集
第
16
巻
〈
上
司
小
剣
篇
〉』「
長
篇
小
説
月
報
」
第
９

号
、
昭
和
３
年
11
月
１
日
、
新
潮
社
）
の
中
で
、
大
正
九
年
の
大
晦
日
に
東
京

朝
日
新
聞
社
の
編
集
室
で
諸
新
聞
を
漁
っ
て
い
た
土
岐
善
麿
が
「
或
る
新
聞
の

文
芸
消
息
欄
か
ら
」
上
司
小
剣
が
「
東
京
」
と
い
う
長
篇
小
説
を
書
く
と
い
う

記
事
を
発
見
し
、「
で
は
こ
つ
ち
へ
取
ら
う
で
は
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
、

早
速
デ
ン
ポ
ウ
で
註
文
を
」
し
た
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。

　

土
岐
善
麿
が
見
つ
け
た
「
或
る
新
聞
の
文
芸
消
息
欄
」
の
記
事
と
は
、
大
正

十
年
一
月
一
日
、「
読
売
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
上
司
小
剣
の
「
今
年
は
何
を
書

く
か
―
長
篇
『
東
京
』」
で
あ
る
。

（
１
）

　

こ
の
「
読
売
新
聞
」
の
記
事
は
、「
丁
度
読
売
新
聞
か
ら
年
末
の
恒
例
で
、『
来

年
は
何
を
す
る
？
』と
い
ふ
往
復
葉
書
の
問
ひ
合
せ
が
あ
つ
た
の
で
」、
上
司
小

剣
が
「
躊
躇
す
る
と
こ
ろ
な
く
『
東
京
を
書
く
』
と
い
ふ
返
事
を
し
た
」（
前
掲

「『
東
京
』
に
就
て
」）
も
の
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
「
今
年
は
何
を
書
く
か
―
長
篇
『
東
京
』」
の
中
で
、「
私
の
一
生

の
小
さ
な
事
業
中
、
こ
れ
だ
け
は
不
朽
と
ま
で
に
行
か
ず
と
も
、
三
十
年
や
五

十
年
ぐ
ら
ゐ
後
に
残
し
た
い
」
と
、「
東
京
」
の
執
筆
に
対
し
、
並
々
な
ら
ぬ
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
五
枚
で
も
十
枚
で
も
、
或
は
百
枚
で
も
、

今
年
の
う
ち
に
書
く
こ
と
が
出
来
た
ら
、
私
は
大
き
な
悦
び
を
も
つ
て
、
来
年

を
迎
へ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
。
し
か
し
ま
だ
ど
う
も
駄
目
の
や
う
な
気
が
し

て
ゐ
ま
す
」
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
、
上
司
小
剣
の
大
正
十
年
の
目
標
は
「
東

京
」
を
起
筆
す
る
こ
と
で
あ
り
、
上
司
小
剣
自
身
は
「
東
京
」
を
急
い
で
発
表

す
る
気
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

①
の
書
簡
か
ら
、
上
司
小
剣
は
「
東
京
」
を
「
も
と
〳
〵
最
初
か
ら
本
に
す

る
目
的
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
東
京
」
の
連
載
に
先
立
ち
、
上
司
小
剣

は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
「『
東
京
』
を
書
く
に
就
て
」（
大
正
10
月
２
月
18
日
）

と
い
う
一
文
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、「
東
京
」
は
新
聞
に
連
載
す

る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
「
東
京
」
の
連
載
を
依

頼
さ
れ
た
時
、「
東
京
」
が
「
新
聞
の
続
き
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
を
危
ん
だ
」

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、「
新
聞
の
続
き
も
の
と
い
ふ
一
種
の
型
」
を
「
打
ち

破
る
の
も
妙
で
は
な
い
か
」
と
い
う
新
聞
社
の
説
得
に
応
じ
て
、
連
載
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。

　

原
田
譲
二
や
土
岐
善
麿
に
と
っ
て
、
上
司
小
剣
は
「
新
聞
の
手
ほ
ど
き
を
し

て
貰
つ
た
人
で
」（
前
掲  

原
田
譲
二
「『
東
京
』
の
頃
」）
あ
っ
た
。
上
司
小
剣

は
明
治
三
十
年
三
月
に
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
、
大
正
九
年
九
月
ま
で
約
二
十

四
年
間
在
社
、
社
会
面
の
記
者
か
ら
出
発
し
、
社
会
部
長
、
文
芸
部
長
、
婦
人

部
長
、
編
集
局
長
を
歴
任
し
た
新
聞
人
で
も
あ
っ
た
。
原
田
や
土
岐
も
東
京
朝

日
新
聞
社
に
入
社
す
る
以
前
、
読
売
新
聞
社
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

（
２
）

そ
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こ
で
上
司
小
剣
か
ら
「
新
聞
の
手
ほ
ど
き
」
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

原
田
譲
二
は
「
新
聞
の
コ
ツ
を
知
り
ぬ
い
て
ゐ
る
」
上
司
小
剣
な
ら
「
ヘ
マ

な
新
聞
小
説
を
書
く
こ
と
は
」
な
い
と
い
う
安
心
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

原
田
と
土
岐
が
上
司
小
剣
に
「
東
京
」
の
連
載
を
依
頼
し
た
理
由
は
、
別
に
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

原
田
譲
二
の
「『
東
京
』
の
頃
」（
前
掲
）
に
よ
る
と
、「
そ
の
頃
、
新
聞
小
説

と
い
へ
ば
、
長
田
幹
彦
氏
全
盛
」
で
あ
っ
た
が
、
原
田
と
土
岐
は
「
何
と
か
し

て
顔
ぶ
れ
を
変
へ
た
い
も
の
だ
」
と
考
え
て
い
た
。

　

長
田
幹
彦
（1887
―1964

）
は
、「
澪
」（「
ス
バ
ル
」
明
治
44
年
11
月
～
同

45
年
３
月
）
や
「
零
落
」（「
中
央
公
論
」
明
治
45
年
４
月
）
で
文
壇
に
登
場
し
、

情
話
作
家
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
し
か
し
、
赤
木
桁
平
の
「『
遊
蕩
文
学
』

の
撲
滅
」（「
読
売
新
聞
」
大
正
５
年
８
月
６
、
８
日
）
で
「
贋
造
芸
術
」
と
批

判
さ
れ
、
以
後
文
壇
を
離
れ
て
作
品
は
通
俗
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、

新
聞
小
説
の
執
筆
も
増
え
、「
虚
栄
」（「
時
事
新
報
」「
大
阪
時
事
新
報
」
大
正
５

年
11
月
９
日
～
同
６
年
５
月
８
日
）、「
港
の
唄
」（「
読
売
新
聞
」
大
正
５
年
12
月

24
日
～
同
６
年
６
月
２
日
）、「
残
る
花
」（「
福
岡
日
日
新
聞
」
大
正
６
年
８
月
28

日
～
同
７
年
４
月
13
日
）、「
続
金
色
夜
叉
」（「
や
ま
と
新
聞
」
大
正
６
年
８
月
29

日
～
同
７
年
４
月
11
日
）、「
不
知
火
」（「
大
阪
朝
日
新
聞
」
大
正
７
年
４
月
14
日

～
９
月
５
日
）、「
若
き
妻
」（「
報
知
新
聞
」
大
正
７
年
７
月
22
日
～
同
８
年
１
月

17
日
）、「
呼
子
鳥
」（「
福
岡
日
日
新
聞
」
大
正
７
年
10
月
28
日
～
同
８
年
６
月
12

日
）、「
白
鳥
の
歌
」（「
東
京
日
日
新
聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
８
年
８
月
15

日
～
同
９
年
３
月
13
日
）、「
恋
ご
ろ
も
」（「
報
知
新
聞
」
大
正
９
年
１
月
19
日
～

９
月
20
日
）、「
地
獄
」（「
万
朝
報
」
大
正
９
年
１
月
29
日
～
９
月
11
日
）
な
ど
の

作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

（
３
）

原
田
譲
二
の
証
言
通
り
、
確
か
に
大
正
十
年
頃
「
新

聞
小
説
と
い
へ
ば
、
長
田
幹
彦
氏
全
盛
」
で
あ
っ
た
。

　
「
東
京
朝
日
新
聞
」
で
も
、
上
司
小
剣
の
「
東
京
」
の
前
に
は
、
長
田
幹
彦
の

「
闇
と
光
」（
大
正
９
年
６
月
21
日
～
同
10
年
２
月
29
日
、
計

240
回
）
が
連
載
さ

れ
て
お
り
、
渡
部
審
也
が
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
。
原
田
と
土
岐
は
、
長
期
に

わ
た
る
「
闇
と
光
」
の
連
載
で
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
小
説
欄
を
、
今
ま
で
「
東
京

朝
日
新
聞
」
紙
上
に
登
場
し
た
こ
と
の
な
い
、
新
し
い
顔
で
刷
新
し
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　

上
司
小
剣
は
、
大
正
三
年
一
月
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
発
表
し
た
「
鱧
の
皮
」

で
文
壇
に
お
け
る
作
家
的
地
位
を
確
立
し
、「
東
光
院
」（「
文
章
世
界
」
大
正
３

年
１
月
）、「
兵
隊
の
宿
」（「
中
央
公
論
」
大
正
４
年
１
月
）、「
父
の
婚
礼
」（「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
大
正
４
年
１
月
）
な
ど
の
秀
作
を
次
々
に
発
表
し
て
い
っ
た
。
そ

の
後
も
、
毎
月
の
よ
う
に
「
文
章
世
界
」「
中
央
公
論
」「
新
潮
」「
新
小
説
」「
太

陽
」「
早
稲
田
文
学
」
な
ど
の
雑
誌
に
小
説
を
載
せ
て
い
る
。
今
日
で
は
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
な
い
上
司
小
剣
だ
が
、
雑
誌
で「
上
司
小
剣
論〈
作
家
論
の
五
〉」

（「
文
章
世
界
」
大
正
６
年
５
月
）
や
「
上
司
小
剣
氏
の
印
象
〈
人
の
印
象
（
十

一
）〉」（「
新
潮
」
大
正
６
年
12
月
）
な
ど
の
小
特
集
が
組
ま
れ
た
り
、
文
芸
時

評
で
毎
月
の
よ
う
に
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
と
、
大
正
中
期
に
は
純
文
学

の
花
形
作
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
の
上
司
小
剣
に
つ
い
て
、
青
野
季
吉
は
「『
鱧
の
皮
』
で
世
評
を
か
ち

得
、
さ
ら
に
『
父
の
婚
礼
』
に
集
め
ら
れ
た
短
篇
共
を
発
表
し
、
長
篇
『
お
光

壮
吉
』
を
世
に
問
ふ
て
い
た
小
剣
は
、
私
の
眼
に
は
仰
ぎ
見
た
い
や
う
な
歴
と

し
た
作
家
で
あ
つ
た
。
ま
た
文
壇
的
に
も
ほ
ゞ
そ
れ
に
近
い
存
在
に
な
つ
て
い

た
」（「
解
説
」『
木
像
〈
文
潮
選
書
６
〉』
昭
和
23
年
６
月
15
日
、
文
潮
社
）
と

回
想
し
、
宇
野
浩
二
も
「
上
司
小
剣
の
全
盛
期
（
と
い
ふ
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
）
は
大
正
三
四
年
か
ら
十
年
ぐ
ら
ゐ
ま
で
で
」「
そ
の
間
の
七
八
年
か
十
年
ほ

ど
が
、
小
剣
が
、
ま
づ
『
歴
と
し
た
作
家
』
と
し
て
存
在
し
た
時
代
」（「
解
説
」

『
鱧
の
皮 
他
五
篇
〈
岩
波
文
庫
〉』
昭
和
27
年
11
月
５
日
、
岩
波
書
店
）
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
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当
時
、
新
聞
小
説
は
新
聞
の
売
れ
行
き
を
も
左
右
す
る
、
い
わ
ば
新
聞
の
目

玉
で
あ
っ
た
。
新
聞
社
と
し
て
は
、
読
者
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
作
家
に
小

説
を
書
か
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
長
田
幹
彦
の
小
説
に
物
足
り
な
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
読
者
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、「
東
京
朝
日
新

聞
」
は
作
家
と
し
て
も
円
熟
し
、
文
壇
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
上
司
小
剣

を
起
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

二
、  「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
新
聞
連
載
の
準
備

　

①
の
書
簡
に
よ
る
「
東
京
」
の
挿
絵
の
依
頼
に
、
石
井
鶴
三
は
承
諾
の
手
紙

を
出
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
対
す
る
礼
状
が
②
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
で

あ
る
。

②
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
３
２
］）

お
手
紙
拝
見
。
早
速
御
承
諾
下

さ
い
ま
し
て
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。

来
月
初
め
に
転
地
し
て
書
き
初
め

る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
帰
つ
て
か
ら

ゆ
ツ
く
り
お
目
に
か
ゝ
つ
て
、
い
ろ
〳
〵

御
相
談
や
ら
お
願
ひ
や
ら
、
い
た
し

ま
せ
う
。
不
取
敢
お
答
へ
ま
で
、
草
々
。

　

一
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

　

石
井
様

　

封
筒
表
の
宛
先
は「
府
下
。
池
袋
一
〇
四
一
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付

は
大
正
十
年
一
月
二
十
三
日
、
時
間
や
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
封
筒
裏
の
差

出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
あ
る
。
封
筒
裏
に
は

上
司
小
剣
に
よ
っ
て
「
一
月
二
十
三
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
便
箋
は
一
枚
で

「
東
京
文
房
堂
製
原
稿
用
紙
」
を
使
用
し
、
本
文
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は「
来
月
初
め
に
転
地
し
て
書
き
初
め
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
知
ら
せ
て
い
る
。「
書
き
初
め
る
」
と
い
う
の
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
こ

と
で
あ
る
。
上
司
小
剣
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
を
書
く
た
め
に
「
転
地
」
し
た

理
由
を
、「『
東
京
』
を
書
く
に
就
て
」（
前
掲
）
の
中
で
、「
東
京
に
居
て
『
東
京
』

を
書
く
の
は
、
舟
に
乗
つ
て
ゐ
て
其
の
舟
を
描
か
う
と
す
る
や
う
な
気
が
し
た

か
ら
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
東
京
を
観
な
が
ら
筆
を
着
け
や
う
と
思
つ
て
、

私
は
二
月
早
早
旅
に
出
て
み
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

上
司
小
剣
が
二
月
の
何
日
に
「
旅
に
出
」
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

大
正
十
年
二
月
十
七
日
の
「
読
売
新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
「
上
司
小

剣
氏　

本
日
森
ヶ
崎
か
ら
帰
る
」
と
あ
る
の
で
、
上
司
小
剣
は
大
正
十
年
二
月

十
七
日
頃
ま
で
森
ヶ
崎
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
森
ヶ
崎（
現
・

東
京
都
大
田
区
大
森
南
）
に
は
鉱
泉
と
海
水
浴
場
が
あ
り
、
東
京
近
郊
の
保
養

地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
な
お
、
大
正
十
年
二
月
十
七
日
頃
に
森
ヶ
崎
か
ら

帰
っ
て
き
た
上
司
小
剣
は
、
そ
の
後
再
び
森
ヶ
崎
に
出
か
け
た
よ
う
で
、
大
正

十
年
二
月
二
十
三
日
の
「
読
売
新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
「
上
司
小
剣

氏　

森
ヶ
崎
大
金
に
投
宿
中
」
と
あ
る
。

　

②
の
書
簡
に
は
「
帰
つ
て
か
ら
ゆ
ツ
く
り
お
目
に
か
ゝ
つ
て
、
い
ろ
〳
〵
御

相
談
や
ら
お
願
ひ
や
ら
、
い
た
し
ま
せ
う
」
と
あ
る
が
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
に

関
す
る
「
御
相
談
や
ら
お
願
ひ
や
ら
」
は
、
上
司
小
剣
と
石
井
鶴
三
だ
け
は
な

く
、
新
聞
社
の
担
当
者
も
同
席
し
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
石
井
鶴
三
が
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿
絵
を
内
諾
し
た
こ
と
で
、
東
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京
朝
日
新
聞
社
か
ら
石
井
鶴
三
に
正
式
な
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
③
石
井

鶴
三
宛
土
岐
善
麿
書
簡
で
あ
る
。

③
石
井
鶴
三
宛
土
岐
善
麿
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
３
７
］）

ま
だ
お
目
に
か
ゝ
り
ま
せ
ん
の
で
、
参
上

し
て
種
々
お
打
合
せ
致
す
べ
き
で
［
す
が　

左
傍
挿
入
］、
只
今

夕
刊
発
行
準
備
で
忙
く
、
と
り
あ
へ

ず
手
紙
で
申
あ
げ
ま
す

今
回
は
上
司
小
剣
君
の
「
東
京
」
を

連
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
の
挿
画
は

特
に　

あ
な
た
を　

お
煩
し
す
る
や
う
上

司
君
の
希
望
も
あ
り
、
社
と
し
て
も
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
既
に
御
内
諾
済

み
に
な
つ
た
趣
を
上
司
君
か
ら
伝
へ
ら
れ
、

小
生
等
も
う
れ
し
く
思
つ
て
居
り
ま
す
、

ど
う
ぞ
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
致　
［
改
ペ
ー
ジ
］

ま
す
、
い
づ
れ
載
せ
は
じ
め
る
時
に
な

り
ま
す
れ
ば
、
お
目
に
か
ゝ
つ
て
詳
し
く
御
話

も
伺
［
た
く
思
ひ　

左
傍
挿
入
］
ま
す
、
と
り
あ
へ
ず
お
礼
か
た

〴
　〵

尚
ほ
小
説
挿
画
の
件
に

就
て
は
社
会
部
長
の
原
田
譲
二
君
並

に
同
じ
部
の
小
生
、
将
来
は
根
本
房
光

君
な
ど
お
打
合
せ
致
す
こ
と
ゝ
な
り
ま
す

か
ら
、
こ
れ
も
予
め
御
承
知
お
き
願
ひ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
い
そ
ぎ　

早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
岐
善
麿

　

石
井
鶴
三
様

大
正
十
年
一
月
二
十
八
日

　

親
展
で
出
さ
れ
た
封
筒
表
の
宛
先
は
、「
市
外
、
池
袋
千
四
十
一
／
石
井
鶴
三

様
」、
消
印
の
日
付
は
一
月
二
十
八
日
（
年
は
判
読
で
き
な
い
）、
時
間
は
十
時

か
ら
十
二
時
（
午
前
か
午
後
か
は
判
読
で
き
な
い
）、
地
名
は
「
芝
」
で
あ
る
。

封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
市
京
橋
区
瀧
山
町
四
番
地
／
東
京
朝
日
新
聞
発
行

所
／
土
岐
善
麿
」で
あ
る
。東
京
朝
日
新
聞
社
用
の
封
筒
を
使
用
し
て
お
り
、
封

筒
裏
に
は
「
大
正
十
年
一
月
二
十
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
朝
日
新
聞

発
行
所
の
住
所
の
他
に
、
電
話
番
号
と
振
替
口
座
の
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

封
筒
裏
は
、
署
名
と
日
付
の
数
字
の
み
肉
筆
で
、
そ
の
他
は
印
刷
で
あ
る
。
便

箋
は
二
枚
で
「
東
京
朝
日
新
聞
発
行
所
用
箋
」
を
使
用
し
、
本
文
は
ペ
ン
で
書

か
れ
て
い
る
。

　

土
岐
善
麿
は
「
社
と
し
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
」「
小
生
等
も
う
れ
し

く
思
つ
て
居
り
ま
す
」
と
礼
を
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
原
田
譲
二
は
、「『
東
京
』
の
頃
」（
前
掲
）
の
中
で
、「
東
京
」〈
愛
欲

篇
〉
の
挿
絵
を
担
当
し
た
石
井
鶴
三
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

石
井
鶴
三
氏
の
挿
画
が
、
在
来
の
型
を
破
つ
て
、
清
新
の
気
を
み
な
ぎ

ら
せ
ま
し
た
。
画
家
は
作
家
自
身
が
選
ん
だ
も
の
で
、
恐
ら
く
石
井
氏
の

新
聞
小
説
挿
画
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
つ
た
で
せ
う
。
挿
画
々
家
と
し

て
の
石
井
氏
の
発
見
は
、
全
く
上
司
氏
の
先
見
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

石
井
鶴
三
が
新
聞
小
説
の
挿
絵
を
手
が
け
た
の
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
が
最
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初
で
は
な
い
。
し
か
し
、
原
田
譲
二
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
で
、
初
め
て
石
井

鶴
三
の
挿
絵
に
接
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

東
京
朝
日
新
聞
社
は
、
既
に
石
井
鶴
三
を
挿
絵
画
家
と
し
て
注
目
し
て
い
た

か
ら
、
石
井
鶴
三
が
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿
絵
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
「
社

と
し
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い
」
と
い
う
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

東
京
朝
日
新
聞
社
は
、
新
聞
小
説
に
上
司
小
剣
の
「
東
京
」
を
採
用
し
た
の

と
同
じ
理
由
で
、
つ
ま
り
紙
面
の
刷
新
の
た
め
に
、
新
し
い
挿
絵
画
家
を
求
め

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
挿
絵
は
活
字
よ
り
先
に
読
者
の
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
。
新
味
の
あ
る
小
説
を
掲
載
し
て
も
、
挿
絵
が
同
じ
だ
と
紙
面
の
第

一
印
象
に
変
化
が
な
い
。
石
井
鶴
三
が
挿
絵
画
家
と
し
て
新
進
だ
っ
た
こ
と
が
、

「
社
と
し
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
」あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
新
聞
社
の
期
待
に
応
え
、
石
井
鶴
三
の
挿
絵
は
「
在
来
の
型
を
破
つ
て
、
清

新
の
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
」
た
の
で
あ
る
。

　

③
の
書
簡
で
、
土
岐
善
麿
は
「
尚
ほ
小
説
挿
画
の
件
に
就
て
は
社
会
部
長
の

原
田
譲
二
君
並
に
同
じ
部
の
小
生
、
将
来
は
根
本
房
光
君
な
ど
お
打
合
せ
致
す

こ
と
ゝ
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
も
予
め
御
承
知
お
き
願
ひ
ま
す
」
と
知
ら
せ
て

い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
小
説
挿
画
」
の
担
当
者
が
、
社
会
部
の
部
長
や
部

員
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

土
岐
善
麿
が
「
参
上
し
て
種
々
お
打
合
せ
致
す
べ
き
で
す
が
、
只
今
夕
刊
発

行
準
備
で
忙
く
、
と
り
あ
へ
ず
手
紙
で
申
あ
げ
ま
す
」
と
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、

「
東
京
朝
日
新
聞
」は
大
正
十
年
一
月
二
十
五
日
に
社
告
で
夕
刊
を
発
行
す
る
こ

と
を
発
表
し
、
二
月
一
日
か
ら
夕
刊
の
発
行
を
開
始
し
た
。
紙
面
を
朝
刊
と
夕

刊
を
合
わ
せ
て
十
二
頁
に
拡
充
し
、
定
価
も
朝
刊
夕
刊
月
極
一
円
十
銭
に
改
定

し
た
。
夕
刊
の
発
行
に
よ
っ
て
紙
面
に
余
裕
が
出
来
た
朝
刊
は
、
経
済
や
学
芸

に
関
す
る
記
事
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
文
学
や
演
劇
、
美
術
関
係
の
記
事

を
担
当
し
て
い
た
の
は
、
社
会
部
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
当
時
、
社
会
部
長
で

あ
っ
た
原
田
譲
二
や
社
会
部
記
者
で
あ
っ
た
土
岐
善
麿
が
新
聞
小
説
の
依
頼
や

段
取
り
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
「
学
芸
欄
」

が
出
来
る
の
は
、
も
う
少
し
後
の
大
正
十
一
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
で
あ
る
。

翌
十
二
年
十
月
に
は
、
社
会
部
学
芸
係
か
ら
課
に
昇
格
し
、
土
岐
善
麿
が
学
芸

課
長
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
十
三
年
四
月
に
、
学
芸
部
と
し
て
独
立
し
、
土
岐

は
学
芸
部
長
に
な
っ
た
。

　

土
岐
善
麿
が
③
の
書
簡
で
予
告
し
て
い
た
「
お
打
合
せ
」
の
日
時
と
場
所
を

知
ら
せ
た
の
が
、
次
の
④
石
井
鶴
三
宛
土
岐
善
麿
書
簡
で
あ
る
。

④
石
井
鶴
三
宛
土
岐
善
麿
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
４
９
］）

拝
呈

今
晩
上
司
小
剣
氏
に
逢

ひ
ま
し
た
、
小
説
「
東
京
」

に
就
き
、
あ
な
た
と
上
司
氏

と
種
々
御
打
合
せ
の
機

会
を
つ
く
る
た
め
、
来
る

十
六
日
午
後
四
時
、
上　
［
改
ペ
ー
ジ
］

司
氏
は
「
東
京
朝
日
」
迄

来
ら
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ

ま
し
た
、
遠
路
で
御
迷

惑
と
は
思
ひ
ま
す
が
、
同
日

同
刻
、
当
方
へ
お
運

び
下
さ
い
ま
す
や
う

お
願
ひ
申
上
げ
ま
す　
［
改
ペ
ー
ジ
］
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委
細
拝
顔
万
々
申

上
げ
ま
す　
　

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
岐
生

　

石
井
様

大
正
十
年
二
月
十
二
日

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
市
外
、
池
袋
一
〇
四
一
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
宛

名
の
脇
に
「
急
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
消
印
の
日
付
は
大
正
十
年
二
月
十
三
日
、

時
間
は
午
前
〇
時
か
ら
七
時
、
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
、

「
東
京
市
京
橋
区
瀧
山
町
四
番
地
／
東
京
朝
日
新
聞
発
行
所
／
土
岐
善
麿
」で
あ

る
。
東
京
朝
日
新
聞
社
用
の
封
筒
を
使
用
し
て
お
り
、
封
筒
裏
に
は
「
大
正
十

年
二
月
十
二
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
東
京
朝
日
新
聞
発
行
所
の
住
所
の
他
に
、

電
話
番
号
と
振
替
口
座
の
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
裏
は
署
名
と
日
付

の
数
字
の
み
肉
筆
で
あ
る
。
便
箋
は
三
枚
で
「
東
京
朝
日
新
聞
発
行
所
用
箋
」

を
使
用
し
、
本
文
は
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
今
晩
上
司
小
剣
氏
に
逢
ひ
ま
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
土
岐
善
麿
は
「
東
京
」

〈
愛
欲
篇
〉の
連
載
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
大
正
十
年
二
月
十
二
日
の
夜
に
、
上

司
小
剣
と
今
後
の
相
談
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
土
岐
は
石
井
鶴
三
と
上

司
小
剣
と
の
「
種
々
御
打
合
せ
の
機
会
を
つ
く
る
た
め
」、
上
司
小
剣
に
「
来
る

十
六
日
午
後
四
時
」
に
東
京
朝
日
新
聞
社
へ
来
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

　

石
井
鶴
三
に
は
「
同
日
同
刻
、
当
方
へ
お
運
び
下
さ
い
ま
す
や
う
お
願
ひ
申

上
げ
ま
す
」
と
い
う
。
石
井
鶴
三
の
予
定
を
無
視
し
た
や
り
方
の
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
大
正
十
年
二
月
十
六
日
に
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
「
東
京
」〈
愛
欲

篇
〉
の
広
告
が
出
て
、
そ
の
四
日
後
す
な
わ
ち
二
月
二
十
日
に
「
東
京
」〈
愛
欲

篇
〉
の
連
載
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
土
岐
が
④
の
書
簡
を
出

し
た
時
点
で
、「
種
々
御
打
合
せ
」
に
時
間
的
な
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

石
井
鶴
三
の
都
合
さ
え
よ
け
れ
ば
、 「
種
々
御
打
合
せ
」
は
土
岐
が
設
定
し
た

大
正
十
年
二
月
十
六
日
の
午
後
四
時
か
ら
東
京
朝
日
新
聞
社
で
行
な
わ
れ
た
は

ず
で
あ
る
。

　
「
種
々
御
打
合
せ
」の
内
容
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
①
の
書
簡
で
上
司
小

剣
が
「
尤
も
今
度
は
一
日
〳
〵
で
な
く
前
に
少
し
ま
と
め
て
書
い
て
お
き
た
い

と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
御
旅
行
を
妨
げ
る
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
存
じ
ま

す 

」
と
書
い
て
お
り
、
石
井
鶴
三
に
は
画
組
み
で
は
な
く
、
原
稿
を
読
ん
で
挿

絵
を
描
い
て
も
ら
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
上
司
小
剣
の
原
稿
や
石

井
鶴
三
の
画
稿
の
受
け
渡
し
に
関
す
る
確
認
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
石
井
鶴
三
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿
絵
に
コ
ン
テ
画
を
採
用
し
た
。

新
聞
小
説
の
挿
絵
に
コ
ン
テ
画
が
用
い
ら
れ
る
の
は
当
時
と
し
て
は
珍
し
か
っ

た
か
ら
、

（
４
）

こ
の
機
会
に
、
挿
絵
の
製
版
や
印
刷
の
方
法
に
つ
い
て
も
相
談
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
朝
日
新
聞
の
土
岐
善
麿
は
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
間

に
入
っ
て
両
者
の
つ
な
ぎ
役
を
務
め
る
こ
と
で
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連

載
が
円
滑
に
進
む
よ
う
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
新
聞
連
載
の
状
況

　
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
連
載
が
始
ま
っ
て
、
上
司
小
剣
は
早
速
石
井
鶴
三
に

「
ど
う
も
絵
が
大
さ
う
結
構
で
、
感
謝
し
て
居
り
ま
す
」と
挿
絵
の
礼
を
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
が
⑤
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
で
あ
る
。

⑤
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
３
０
］）
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拝
呈
。
ど
う
も
絵
が
大
さ
う
結
構
で
、

感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
小
説
も
幸
ひ
に
好
評

で
、（
初
め
に
書
か
う
と
し
た
企
て
と
は
、
だ
い
ぶ
違

つ
た
も
の
に
な
つ
て
し
ま
ひ
か
け
ま
す
が
）
芝
居
に

さ
せ
て
く
れ
と
か
、
キ
ネ
マ
に
う
つ
さ
せ
て
く
れ

と
か
い
ふ
申
込
み
も
あ
り
ま
す
。
本
屋
も
三
軒

ば
か
り
か
ら
言
つ
て
来
て
居
り
ま
す
。
初
め
『
東

京
』
を
書
く
に
就
い
て
、
…
…
…
と
い
ふ
も
の
を
書
き
ま

し
た
中
へ
、
あ
な
た
の
御
挿
絵
の
こ
と
を
［
不
明
二
字　

ミ
セ
ケ
チ
］

［
書
け　

右
傍
挿
入
］

ば
よ
か
つ
た
と
残
念
に
思
つ
て
居
り
ま
す
。
書
く
つ
も

り
で
ゐ
て
、
急せ

き
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
忘
れ

て
し
ま
つ
た
の
で
し
た
。

　

偖
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
［
お
そ
れ
入
り
ま
す
が
□　

右
傍
挿
入
］
も
う
少
し

書
き
た
め

た
い
と
思
ひ
な
が
ら
、
他
の
仕
事
も
あ
る
も
の
で
す
か

ら
、
つ
ひ
あ
れ
が
精
い
ツ
ぱ
い
に
な
つ
［
て　

左
傍
挿
入
］
ゐ
ま
す
。
嘸

か
し
御
厄
介
の
事
と
拝
察
し
て
居
り
ま
す
。

　

な
ほ
こ
の
次
ぎ
（
向
島
の
朝
の
次
ぎ
）
は
『
濱

町
の
家
』
と
い
ふ
の
に
な
り
ま
す
が
、
其
の
家
は
濱

町
三
丁
目
一
番
地
と
掘
割
り
に
面
し
た
と
こ
ろ
で
、［
改
ペ
ー
ジ
］

向
ふ
側
に
石
屋
が
あ
り
、
樹
木
の
繁
つ
た
邸
宅

が
石
屋
の
後

う
し
ろ
に
見
え
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
、
女
橋
と
い

ふ
中
洲
へ
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
渡
る
橋
の
方
へ
寄
つ
た
［
と
こ
ろ　

ミ

セ
ケ
チ
］［
辺　

右
傍
挿
入
］
で

す
。
あ
れ
か
ら
ぐ
る
ツ
と
男
橋
の
方
へ
出
て
、
そ

れ
か
ら
大
［
町　

ミ
セ
ケ
チ
］［
川　

左
傍
挿
入
］［
不
明
三
字　

ミ
セ
ケ
チ
］

［
の　

左
傍
挿
入
］
岸
、
新
大
橋
の
辺
な

ぞ
が
出
る
の
で
す
が
、
御
多
忙
中
恐
れ
入
り
ま
す

け
れ
ど
、
若
し
御
序
も
あ
り
ま
し
た
ら
、
実
地

を
御
一
覧
願
へ
れ
ば
［
幸　

ミ
セ
ケ
チ
］［
好　

左
傍
挿
入
］
都
合
と
存
じ
ま

す
。
電
車
は
人
形
町
で
乗
り
か
へ
て
、
菊

川
橋
行
き
に
乗
つ
て
、
濱
町
で
下
り
て
、

狭
い
川
の
河
岸
を
右
へ
［（
電
車
の
進
む
方
か
ら
右
で
す
）　

左
傍
挿
入
］
行
け

ば
、
す
ぐ
［
濱　

ミ
セ
ケ
チ
］［
濱　

ミ
セ
ケ
チ
］

［
濱　

左
傍
挿
入
］
町
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
は
御
礼
か
た
〴
〵
、
一
寸
お
願
ひ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　
　

三
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

　

石
井
様

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消
印

は
な
い
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
府
下
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」
で

あ
る
。
封
筒
裏
に
は
上
司
小
剣
に
よ
っ
て「
三
月
五
日
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
封

筒
裏
は
日
付
の
数
字
の
み
肉
筆
で
、
そ
の
他
は
印
刷
で
あ
る
。
便
箋
は
二
枚
で

「
東
京
文
房
堂
製
」
を
使
用
し
、
本
文
は
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
の
内

容
が
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
話
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
十
年
三
月
五
日

に
書
か
れ
た
手
紙
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
自
身
が
「
小
説
も
幸
ひ
に
好
評
で
」
と
い
う
よ
う
に
、「
東
京
」〈
愛

欲
篇
〉
は
一
般
読
者
に
は
評
判
が
よ
か
っ
た
ら
し
い
。
上
司
小
剣
は
「『
東
京
』
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に
就
て
」（
前
掲
）
の
中
で
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
は
「
幸
ひ
新
聞
小
説
と
し
て

も
成
功
し
た
方
で
」、「
最
後
の
一
回
を
新
聞
社
に
届
け
た
日
、
一
封
の
特
別
慰

労
金
を
贈
ら
れ
て
、
そ
れ
で
初
め
て
舶
来
の
蓄
音
機
を
買
つ
た
」
と
回
想
し
て

い
る
。
な
お
、
上
司
小
剣
の
「
蓄
音
機
道
楽
―
レ
コ
ー
ド
図
書
館
を
設
立
し
た

い
―
」（「
雄
弁
」
昭
和
２
年
10
月
）

（
５
）

に
よ
る
と
、
上
司
小
剣
が
初
め
て
買
っ
た

舶
来
の
蓄
音
機
は
「
ヴ
イ
ク
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
一
ば
ん
安
い
の
」
で
、「
八
十
円
か
」

だ
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
⑤
の
書
簡
で
上
司
小
剣
は
「
芝
居
に
さ
せ
て
く
れ
と
か
、
キ
ネ
マ

に
う
つ
さ
せ
て
く
れ
と
か
い
ふ
申
込
み
も
あ
り
ま
す
」と
述
べ
て
い
る
。「
読
売

新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
、
大
正
十
年
三
月
十
三
日
の
記
事
に
「
上
司

小
剣
氏　
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
中
の
長
篇
小
説
『
東
京
』
は
完
結
後
松
竹
キ
ネ

マ
の
手
で
映
画
劇
に
さ
れ
る
相マ

マ

だ
」
と
あ
り
、
大
正
十
年
三
月
二
十
六
日
の
記

事
に
「
上
司
小
剣
氏　
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
中
の
小
説
『
東
京
』
は
川
村
花
菱

氏
が
脚
色
し
て
六
月
頃
某
劇
場
に
上
演
さ
れ
る
」
と
あ
る
。「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉

は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
大
正
十
年
三
月
に
、
既

に
キ
ネ
マ
化
や
芝
居
化
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
東

京
」〈
愛
欲
篇
〉
が
実
際
に
キ
ネ
マ
に
な
っ
た
り
、
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
り
し
た

形
跡
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
キ
ネ
マ
化
や
芝
居
化

は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
司
小
剣
は
「
初
め
『
東
京
』
を
書
く
に
就
い
て
、
…
…
と
い
ふ
も
の
を
書

き
ま
し
た
中
へ
、
あ
な
た
の
御
挿
絵
の
こ
と
を
書
け
ば
よ
か
つ
た
と
残
念
に
思

つ
て
居
り
ま
す
。
書
く
つ
も
り
で
ゐ
て
、
急せ

き
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、

忘
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
し
た
」
と
、
大
正
十
年
二
月
十
八
日
に
「
東
京
朝
日
新

聞
」
に
寄
せ
た
「『
東
京
』
を
書
く
に
就
て
」
で
石
井
鶴
三
の
挿
絵
に
言
及
し
な

か
っ
た
言
い
訳
を
し
て
い
る
。「『
東
京
』
を
書
く
に
就
て
」
は
小
説
に
つ
い
て

の
作
者
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
挿
絵
に
触
れ
な
く
て
も
差
支
え
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、「『
東
京
』
を
書
く
に
就
て
」
に
、
石
井
鶴
三
の
挿
絵
に
つ
い
て

書
か
な
か
っ
た
こ
と
を
上
司
小
剣
は
「
残
念
に
思
つ
て
」
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
上
司
小
剣
が
石
井
鶴
三
の
挿
絵
を
い
か
に
重
要
視
し
て
い
た

か
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
⑤
の
書
簡
で
上
司
小
剣
は
「
な
ほ
こ
の
次
ぎ
（
向
島
の
朝
の
次
ぎ
）

は
『
濱
町
の
家
』
と
い
ふ
の
に
な
り
ま
す
が
、
其
の
家
は
濱
町
三
丁
目
一
番
地

と
掘
割
り
に
面
し
た
と
こ
ろ
で
」「
御
多
忙
中
恐
れ
入
り
ま
す
け
れ
ど
、
若
し
御

序
も
あ
り
ま
し
た
ら
、
実
地
を
御
一
覧
願
へ
れ
ば
好
都
合
と
存
じ
ま
す
」
と
小

説
の
舞
台
で
あ
る
場
所
の
詳
細
を
知
ら
せ
て
い
る
。
石
井
鶴
三
は
「
濱
町
」
を

実
地
踏
査
し
た
ら
し
く
、「
濱
町
の
家
（
二
）」（
大
正
10
年
３
月
16
日
掲
載
）
の

挿
絵
に
は
掘
割
の
対
岸
の
様
子
が
、「
濱
町
の
家
（
三
）」（
大
正
10
年
３
月
17
日

掲
載
）
に
は
大
川
を
背
景
に
川
端
で
水
面
を
眺
め
る
主
人
公
の
後
姿
が
描
か
れ

て
い
て
、
上
司
小
剣
が
案
内
し
た
辺
り
を
実
際
に
見
て
か
ら
挿
絵
を
描
い
た
様

子
が
窺
え
る
。

　

大
正
十
年
二
月
十
六
日
と
翌
十
七
日
に
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た

「
新
小
説
予
告
」
に
は
、
小
説
「
東
京
」
に
つ
い
て
「
東
京
に
放
浪
し
た
一
青
年

の
手
記
を
中
心
に
し
て
、
こ
の
多
く
の
人
間
が
『
偶
然
に
集
合
』
し
た
大
都
会

の
美
し
い
半
面
と
醜
い
半
面
と
を
大
き
な
背
景
に
取
り
入
れ
た
小
説
で
あ
り
ま

す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

　
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
で
は
、
春
田
・
濱
江
・
吉
松
・
小
夜
子
の
痴
情
の
縺
れ

に
よ
る
愛
憎
が
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
繁
栄
と
衰
微
、
連
帯
と
孤
独
が
混
在
す

る
東
京
の
明
暗
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
は
、「
日
比
谷
の
夕
」「
向
島
の
朝
」「
濱
町
の
家
」「
三
縁

山
の
泣
姫
」「
愛
宕
山
」「
花
の
上
野
」「
若
葉
の
清
水
谷
」「
ホ
テ
ル
に
て
」「
郊

外
の
病
院
」
の
章
か
ら
な
り
、
章
題
の
通
り
、
様
々
な
東
京
の
景
色
が
登
場
す

る
。
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石
井
鶴
三
は
、
①
の
書
簡
に
あ
っ
た
「『
東
京
』
と
い
ふ
、
人
間
の
偶
然
の
集

合
場
所
の
雑
然
と
し
た
色
合
ひ
を
主
に
し
て
書
か
う
と
す
る
も
の
」
と
い
う
上

司
小
剣
の
創
作
意
図
を
よ
く
理
解
し
、
小
説
の
挿
絵
と
い
え
ば
ど
う
し
て
も
人

物
中
心
に
な
り
背
景
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
を
、
人
物
描
写
だ
け

で
な
く
、
背
景
描
写
に
も
力
を
入
れ
て
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿
絵
を
描
い
た
。

石
井
鶴
三
は
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿
絵
制
作
に
つ
い
て
、「
上
司
小
剣
―
心
に

残
る
寸
語
雙
語
」（
前
掲
）
の
中
で
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
は
「
は
じ
め
て
東
京

へ
出
て
き
た
春
田
影
彦
と
い
う
青
年
と
、
海
野
浜
江
と
い
う
若
い
女
性
と
の
愛

情
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
あ
い
だ
に
閨
秀
作
家
、
画
家
、
老
文

学
士
な
ど
が
登
場
し
、
舞
台
は
日
比
谷
、
向
島
、
浜
町
、
芝
公
園
、
愛
宕
山
、

上
野
、
清
水
谷
と
、
明
治
の
に
お
い
の
残
っ
て
い
た
東
京
風
景
が
つ
ぎ
つ
ぎ
あ

ら
わ
れ
、
挿
画
を
か
く
方
も
お
も
し
ろ
く
て
た
の
し
く
仕
事
が
出
来
た
」
と
回

想
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
石
井
鶴
三
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
上
司
小
剣
は
「
今
私
が
『
朝

日
』
に
書
い
て
ゐ
る
長
篇
『
東
京
』
も
、
例
に
よ
つ
て
石
井
氏
に
挿
絵
を
頼
ん

で
ゐ
る
が
、
氏
は
挿
絵
を
ば
小
説
か
ら
離
れ
て
も
独
立
し
得
る『
新
東
京
絵
巻
』

を
作
る
積
り
で
力
を
入
れ
て
ゐ
ら
れ
る
か
ら
、
完
結
の
上
は
単
独
に
し
て
も
芸

術
品
と
し
て
完
備
さ
れ
た
も
の
に
な
る
だ
ら
う
」（
前
掲
「
挿
絵
画
家
は
作
家
の

女
房
」）
と
述
べ
た
。
上
司
小
剣
の
予
告
し
た
通
り
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
挿

絵
は
高
く
評
価
さ
れ
、
石
井
鶴
三
の
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

⑤
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
偖
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
お
そ
れ
入
り
ま
す
が

も
う
少
し
書
き
た
め
た
い
と
思
ひ
な
が
ら
、
他
の
仕
事
も
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、

つ
ひ
あ
れ
が
精
い
ツ
ぱ
い
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
嘸
か
し
御
厄
介
の
事
と
拝
察
し

て
居
り
ま
す
」
と
謝
っ
て
い
る
。
石
井
鶴
三
に
挿
絵
を
依
頼
し
た
①
の
書
簡
で
、

上
司
小
剣
は
「
尤
も
今
度
は
一
日
〳
〵
で
な
く
前
に
少
し
ま
と
め
て
書
い
て
お

き
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
御
旅
行
を
妨
げ
る
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
存

じ
ま
す
」
と
約
束
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
次
第
に
原
稿
を
書
き
溜
め
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
⑥
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
で
は
、
石
井
鶴
三
に
原
稿
を
渡
す

こ
と
が
出
来
ず
、
画
組
み
で
挿
絵
を
描
い
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。

⑥
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
１
９
］）

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
の
お
葉
が
き
拝

見
。
御
弟
様
の
御
病
気
は
い
か
ゞ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

偖
今
度
は
小
生
が
旅
行
で
、
当
分
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］［
画　

左
傍
挿

入
］
ぐ
み
で
お
描
き

を
願
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
当
方
よ
り
直

接
お
送
り
す
る
よ
り
も
、
朝
日
社
の
方
へ
画
ぐ
み
を

送
つ
た
方
が
便
利
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
今
日
84

85 

86
三
回
分
の
画
ぐ
み
を
出
し
ま
し
た
。
87 

88 

89
の

三
回
は
多
分
原
稿
で
お
描
き
を
願
へ
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
九
十
二
三
回
ま
で
、
ま
た
絵
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
ぐ
み
で
お

願
ひ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
十
一
日
）

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
府
下
。
板
橋
町
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ

る
。
消
印
の
日
付
は
大
正
十
年
五
月
十
一
日
、
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
十
時
、

地
名
は
「
白
金
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／

上
司
小
剣
」（
印
）
で
あ
る
。
便
箋
は
一
枚
で
、
本
文
は
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
大
阪
か
ら
の
お
葉
が
き
拝
見
。
御
弟
様
の
御
病
気
は
い
か
ゞ
で
ご
ざ
い
ま

す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
、
石
井
鶴
三
の
弟
の
四
郎
は
、
病
気
で
あ
っ
た
。
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石
井
鶴
三
は
大
正
十
年
五
月
に
奈
良
に
行
き
、
大
阪
で
四
郎
を
見
舞
っ
て
い
る
。

石
井
鶴
三
か
ら
上
司
小
剣
が
受
け
取
っ
た「
大
阪
か
ら
の
お
葉
が
き
」に
は
、
弟

の
四
郎
が
病
気
で
あ
り
、
弟
の
見
舞
い
で
大
阪
に
来
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
大
正
十
年
五
月
十
一
日
に
四
郎
は
三
十
三
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

⑥
の
書
簡
に
は
「
今
度
は
小
生
が
旅
行
で
」
と
あ
る
が
、
確
か
に
上
司
小
剣

は
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
関
西
方
面
に
出
か
け
て
い
る
。「
読
売
新
聞
」

の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
は
、
大
正
十
年
五
月
八
日
の
記
事
に
「
上
司
小
剣
氏　

中
旬
関
西
に
旅
行
す
る
」
と
予
告
さ
れ
て
お
り
、
大
正
十
年
五
月
三
十
日
の
記

事
に
は
「
上
司
小
剣
氏 

昨
日
京
阪
よ
り
帰
京
す
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

上
司
小
剣
は
こ
の
頃
、
毎
月
の
よ
う
に
関
西
を
訪
れ
て
い
た
ら
し
く
、「
よ
み
う

り
抄
」
の
大
正
十
年
三
月
六
日
の
記
事
に
は
「
上
司
小
剣
氏　

目
下
関
西
地
方

巡
遊
中
」
と
あ
る
し
、
大
正
十
年
三
月
十
四
日
の
記
事
に
は
「
上
司
小
剣
氏　

来
月
上
旬
関
西
に
赴
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑥
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
当
方
よ
り
直
接
お
送
り
す
る
よ
り
も
、
朝
日

社
の
方
へ
画
ぐ
み
を
送
つ
た
方
が
便
利
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
今
日
84 

85 

86
三
回
分
の
画
ぐ
み
を
出
し
ま
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
が
、
上
司
小
剣
が

東
京
朝
日
新
聞
社
に
送
っ
た
「
84 

85 

86
三
回
分
の
画
ぐ
み
」
は
、
後
日
、
東
京

朝
日
新
聞
社
か
ら
石
井
鶴
三
に
送
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が
、
⑦
石
井
鶴
三
宛

上
司
小
剣
書
簡
で
あ
る
。

⑦
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
９
］）

　
　
　
　
『
東
京
』
84 

85 

86  　

三
回
分
絵
ぐ
み

　
　
　

花
の
上
野　
　

七　
　

夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
だ
明
る
い

　

上
野
公
園
の
奥
の
深
山
の
光
景
に
も
似
た
寂
し

い
と
こ
ろ
の
崖
の
上
に
、
梢
の
枯
れ
か
ゝ
つ
た
欅

け
や
き

の

大
木
（
三
月
半
ば
の
暴
風
に
倒
れ
た
の
で
［
す
が
、
倒
れ
た　

左
傍
挿
入
］［
ま

だ
葉
が
伸
び
て
ゐ
な
い
の
で
、
出
か
ゝ
つ
た
芽
が
其
の

ま
ゝ
萎
ん
で
ゐ
る　

ミ
セ
ケ
チ
］

ま
ゝ
に
若
葉
［
の
芽　

右
傍
挿
入
］
を
出
し
て
ゐ
る
。）
の
上
へ
春

田
が
跨
が
る
。
下
か
ら
濱
江
が
見
［
上　

左
傍
挿
入
］
げ
て
ゐ
る
。

　
　
　

花
の
上
野　

八　
　
　

夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稍
暗
い

　

上
野
公
園
の
奥
。
桜
木
町
の
閑
静
な
と
こ

ろ
に
、［
図　

ミ
セ
ケ
チ
］　
（
図
）　

こ
ん
な
風ふ

う

の
木
の
柱
の
二
本
立
つ
た
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潜
り
口

あ
る
二
階
家
［（
小
夜
子
の
新
店
）　

左
傍
挿
入
］
の
前
に
、
春
田
と
濱
江
と
が

［
門
の　

右
傍
挿
入
］
標
札

を
見
つ
つ
濱
江
の
［
西　

ミ
セ
ケ
チ
］
洋
傘
（
黒
地
で
縁
の
方

に
五
寸
幅
ぐ
ら
ゐ
の
紫
の
し
ぼ
り
が
あ
る
）
を

奪
ひ
合
ふ
。

　
　
　

花
の
上
野　
　

九　
　

夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

殆
ど
夜

　

上
野
桜
木
町
の
新
居
の
茶
の
間
（
例
の
瀬
戸
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大
火
鉢
を
置
く
。）
に
小
夜
子
が
裁
縫
を
し
て
ゐ

る
と
こ
ろ
へ
、
不
意
に
春
田
と
濱
江
が
訪
問
し
、［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
小

夜
子
は

大
に
狼
狽
し
（
裁
縫
を
し
て
ゐ
た
の
で
恥
づ
る
意
味
で
）
縫
ひ
か
け

の
［
自
分
の　

右
傍
挿
入
］
着
物
や
、
針
箱
（
桑
の
木
で
作
つ
た
長
方
形
の
）

を
大
急
ぎ
で
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
隠
さ
う
と
す
る
。

　

⑦
の
書
簡
は
便
箋
の
み
で
封
筒
は
な
い
。
便
箋
は
一
枚
で
「
東
京
文
房
堂
製

原
稿
用
紙
」
を
使
用
し
、
本
文
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
な
お
、
原
稿
用
紙
左
上

部
に
欠
損
が
あ
る
。

　

⑦
の
書
簡
に
は
日
付
が
な
い
が
、
⑦
の
書
簡
は
⑥
の
書
簡
と
同
じ
大
正
十
年

五
月
十
一
日
に
東
京
朝
日
新
聞
社
へ
送
ら
れ
た
は
ず
な
の
で
、
東
京
朝
日
新
聞

社
か
ら
石
井
鶴
三
の
も
と
に
画
組
み
が
届
い
た
の
は
、
十
二
日
か
十
三
日
だ
と

推
察
さ
れ
る
。

　
「
花
の
上
野
（
七
）」
は
大
正
十
年
五
月
十
四
日
に
、「
花
の
上
野
（
八
）」
は
十

五
日
に
、「
花
の
上
野
（
九
）」
は
十
六
日
に
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
石
井
鶴

三
は
十
二
日
か
十
三
日
に
届
い
た
画
組
み
で
十
四
日
掲
載
分
の
挿
絵
を
描
い
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
石
井
鶴
三
は
締
切
に
追
わ
れ
、
ご
く
短
時
間
で
挿
絵

を
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

原
田
譲
二
は
「『
東
京
』
の
頃
」（
前
掲
）
の
中
で
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
入

稿
状
況
に
つ
い
て
、「
上
司
君
は
そ
の
頃
中
外
商
業
新
報
に
も
長
篇
小
説
を
書
い

て
ゐ
ま
し
た
が

（
６
）
、
そ
の
た
め
に
朝
刊
の
小
説
が
追
は
れ
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
は
じ
め
十
回
ほ
ど
書
き
た
め
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら

毎
日
一
回
づ
ゝ
キ
チ
ン
〳
〵
と
、
速
達
で
送
つ
て
来
ま
し
た
。
編
集
者
に
と
つ

て
、
こ
れ
ほ
ど
有
難
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
⑥
の
書
簡

か
ら
、
実
際
は
度
々
の
関
西
旅
行
な
ど
で
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
執
筆
が
計
画

通
り
進
ま
ず
、
上
司
小
剣
は
自
転
車
操
業
で
原
稿
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
た
め
に
石
井
鶴
三
も
ま
た
、
挿
絵
の
制
作
を
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
聞
連
載
小
説
の
場
合
、
小
説
家
の
執
筆
が
滞
れ
ば
、
挿
絵
画
家
に
負
担
が

か
か
る
。
原
稿
に
よ
っ
て
物
語
の
展
開
を
知
っ
た
上
で
挿
絵
を
描
く
の
で
は
な

く
、
画
組
み
だ
け
で
場
面
に
合
っ
た
挿
絵
を
描
く
の
は
、
小
説
家
と
の
意
思
の

疎
通
と
作
品
に
対
す
る
深
い
理
解
が
な
け
れ
ば
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
石
井
鶴
三

の
「
花
の
上
野
（
七
）」「
花
の
上
野
（
八
）」「
花
の
上
野
（
九
）」
の
挿
絵
は
、

上
司
小
剣
の
画
組
み
を
忠
実
に
表
現
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
花
の
上
野
（
七
）」

の
挿
絵
に
は
横
倒
し
に
な
っ
た
欅
の
大
木
に
春
田
が
跨
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て

い
る
の
だ
が
、
小
説
の
中
で
春
田
が
大
木
に
跨
る
記
述
が
出
て
く
る
の
は
「
花

の
上
野
（
八
）」
の
冒
頭
で
あ
る
。
挿
絵
が
小
説
の
展
開
を
先
取
り
す
る
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
司
小
剣
が
自
分
で
考
え
た「
花
の
上
野（
七
）」

の
画
組
み
に
合
わ
せ
て
、
小
説
を
執
筆
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

次
の
⑧
の
書
簡
は
、
上
司
小
剣
が
石
井
鶴
三
に
挿
絵
の
制
作
の
た
め
に
送
っ

た
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
一
一
三
回
の
原
稿
に
注
意
書
き
を
足
し
て
ほ
し
い
と
頼

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

⑧
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
１
８
］）

一
度
お
伺
ひ
し
た
い
と
思
ひ
な
が
ら
失
礼
し
て
ゐ
ま
す
。
御
奥
様
の
御
病
気
い

か
が
。

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
毎
々
有
り
難
く
存
じ

ま
す
。
今
日
お
手
元
へ
差
し
上
げ
ま
し
た
原
稿
。

百
十
三
回
。
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ホ
テ
ル
に
て
一

の　
　
　
　
　
　
（
図
）　　
　
　
　
　
　
（
六
月
九
日
）

　
　

コ
ゝ
の
と
こ
ろ
へ
御
面
倒
で
す
が
、
赤
い
字
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
小
み
だ
し
か
は
る
注
意　

丸
囲
み
］ 

と
お
書
き
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
下
さ
い
ま
せ
ん
か

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
府
下
。
板
橋
町
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ

る
。
消
印
の
日
付
と
地
名
は
判
読
で
き
な
い
が
、
時
間
は
午
後
三
時
か
ら
四
時

で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）

で
あ
る
。
便
箋
は
一
枚
で
、
本
文
は
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。
用
件
が「
東
京
」

〈
愛
欲
篇
〉の
原
稿
に
つ
い
て
で
あ
る
か
ら
、
大
正
十
年
六
月
九
日
に
書
か
れ
た

手
紙
で
あ
る
。

　
「
御
奥
様
の
御
病
気
い
か
が
」と
い
う
の
で
、
こ
の
頃
、
石
井
鶴
三
の
妻
の
美

佐
は
病
気
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

上
司
小
剣
は
、
石
井
鶴
三
に
「
ホ
テ
ル
に
て
（
一
）」
の
原
稿
の
「
コ
ゝ
の
と

こ
ろ
へ
御
面
倒
で
す
が
、
赤
い
字
で
、［
小
み
だ
し
か
は
る
注
意
］
と
お
書
き
入

れ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
」
と
頼
ん
で
い
る
。
本
来
な
ら
、
植
字
工
に
対
し
て
組
版

の
指
示
を
出
す
の
は
、
新
聞
の
編
集
担
当
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
聞
紙
面
の

編
集
経
験
が
あ
り
、「
新
聞
の
コ
ツ
を
知
り
ぬ
い
て
」
い
た
上
司
小
剣
は
、
自
分

の
原
稿
に
組
版
の
注
意
ま
で
記
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

⑧
の
書
簡
を
読
ん
で
、
石
井
鶴
三
は
預
か
っ
て
い
た
原
稿
に
注
意
書
き
を
し

た
の
で
あ
ろ
う
、
大
正
十
年
六
月
十
二
日
に
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
一
一
三
回
の

小
見
出
し
は
確
か
に
「
ホ
テ
ル
に
て
（
一
）」
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

四
、
補
遺
　
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀

　

拙
稿
「
上
司
小
剣
「
森
の
家
」「
花
道
」
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
し
て
―
石
井
鶴

三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら
―
」（
前
掲
）
で
は
、
上
司
小
剣
の
「
森
の
家
」
と

「
花
道
」
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
す
る
書
簡
十
通
（
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
８

通
、
嶋
中
雄
作
宛
上
司
小
剣
書
簡
１
通
、
上
司
小
剣
宛
三
井
玉
輝
書
簡
１
通
）

を
紹
介
し
な
が
ら
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
先
に
も
述

べ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
上
司

小
剣
の
「
花
道
」
に
関
す
る
書
簡
が
新
た
に
六
通
（
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書

簡
３
通
、
石
井
鶴
三
宛
三
井
玉
輝
書
簡
２
通
、
石
井
鶴
三
宛
玄
文
社
書
簡
１

通
）
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
章
で
紹
介
す
る
。

⑨
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
２
０
］）

招
待
券
有
り
難
く
存
じ
ま
し
た
。
一
日

に
は
二
科
の
方
と
両
方
へ
是
非
ま
ゐ
り

た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。

挿
絵
な
が
〳
〵
有
り
難
く
存
じ
ま
し
た
。

非
常
に
好
評
で
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

百
六
十
回
ま
で
ゝ
す
か
ら
、
十
日
頃
完
結
と
存
じ
ま
す
。

い
づ
れ
全
部
校
訂
の
上
出
版
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
節
は
ま
た
絵
を
お
願
ひ
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　

葉
書
表
の
宛
先
は
、「
府
下
。
田
端
二
八
二
。
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消

印
の
日
付
は
大
正
九
年
八
月
三
十
一
日
、
時
間
と
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
差
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出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
あ
る
。
上
司
小
剣
に

よ
っ
て
、「
八
月
三
十
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
葉
書
表
の
宛
先
と
日
付
、
葉
書

裏
の
本
文
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。

　
「
招
待
状
」
と
は
、
お
そ
ら
く
「
再
興
第
七
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
」
の
招
待

状
で
あ
ろ
う
。
再
興
第
七
回
日
本
美
術
院
展
覧
会
は
大
正
九
年
九
月
一
日
か
ら

同
月
二
十
九
日
ま
で
、
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
で
開
催
さ
れ
た
。
石
井
鶴
三

は
こ
の
院
展
に
「
八
ヶ
岳
の
春
」（
三
点
）
と
「
浴
泉
」
を
出
品
し
て
い
る
。

（
７
）

　

同
時
期
に
第
七
回
二
科
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
第
七
回
二
科
展
の
会
期
は

大
正
九
年
九
月
二
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
で
、
美
術
院
展
覧
会
と
同
じ
く

会
場
は
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
で
あ
っ
た
。

（
８
）

　

会
場
が
同
じ
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
上
司
小
剣
は
「
一
日
は
二
科

の
方
と
両
方
へ
是
非
ま
ゐ
り
た
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、
石
井
鶴
三
に
知
ら
せ

た
通
り
、
九
月
一
日
に
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
に
行
っ
た
の
な
ら
、
美
術
院

展
は
鑑
賞
で
き
て
も
、
二
科
展
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
「
挿
絵
な
が
〳
〵
有
り
難
く
存
じ
ま
し
た
」
と
い
う
の
は
、「
時
事
新
報
」
に
連

載
さ
れ
た
「
花
道
」
の
挿
絵
で
あ
る
。「
百
六
十
回
ま
で
ゝ
す
か
ら
、
十
日
頃
完

結
と
存
じ
ま
す
」
と
知
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
、「
花
道
」
は
大
正
九
年
四
月
五
日

か
ら
九
月
十
一
日
ま
で「
時
事
新
報
」の
夕
刊
に
計
一
六
〇
回
連
載
さ
れ
た
。
上

司
小
剣
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
「
花
道
」
の
挿
絵
は
「
非
常
に
好
評
で
」、
石
井

鶴
三
は
「
花
道
」
の
挿
絵
で
挿
絵
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

⑨
の
書
簡
の
「
い
づ
れ
全
部
校
訂
の
上
出
版
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
か

ら
、
そ
の
節
は
ま
た
絵
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
依
頼
を
受
け
て
、
単

行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
も
石
井
鶴
三
が
手
が
け
た
。

　

し
か
し
、
単
行
本
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
石
井
鶴
三
と
出
版
社
と
の
間
に
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
る
。

　

単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
は
、
石
井
鶴
三
が
「
時
事
新
報
」
に
残
っ
て
い
た

原
画
か
ら
よ
い
も
の
を
選
び
、
さ
ら
に
新
し
く
三
、
四
枚
描
く
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。「
新
年
の
売
り
出
し
」
に
向
け
て
『
花
道
』
の
出
版
を
急
い
で
い
た
玄
文

社
の
三
井
玉
輝
は
、
石
井
鶴
三
が「
さ
し
ゑ
と
り
上
け
き
り
で
こ
ま
り
を
り
候
」

（
大
正
９
年
11
月
20
日
上
司
小
剣
宛
三
井
玉
輝
書
簡　

仮
番
号
［
書
６
―
４
７

Ｂ
］）と
上
司
小
剣
に
葉
書
で
訴
え
る
。
上
司
小
剣
が
そ
の
葉
書
を
石
井
鶴
三
に

転
送
し
て
し
ま
っ
た
（
大
正
９
年
11
月
21
日
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡　

仮

番
号
［
書
６
―
４
７
Ａ
］）
た
め
に
、
石
井
鶴
三
が
立
腹
し
た
の
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
宛
て
、
詫
状
を
し
た
た
め
、「
三
井
氏
の
態
度
や
言

葉
は
私
か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
か
ら
、
装
幀
其
の
他
も
前
か
ら
の
計
画
通
り

お
願
ひ
で
き
ま
せ
ん
で
せ
う
か
」（
大
正
９
年
11
月
24
日
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣

書
簡　

仮
番
号
［
書
６
―
４
６
］）
と
懇
願
し
た
。
そ
し
て
、「
今
一
度
御
返
事
下

さ
ら
ば
其
の
上
で
本
の
寸
法
を
早
く
決
め
る
や
う
に
言
ふ
な
り
、
又
は
断
る
な

り
、
い
づ
れ
と
も
き
め
ま
す
」
と
約
束
し
た
。

　

玄
文
社
の
三
井
玉
輝
が
石
井
鶴
三
に
先
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
弁
解
を
し
、

「
本
の
寸
法
」を
知
ら
せ
た
の
が
、
次
の
⑩
石
井
鶴
三
宛
三
井
玉
輝
書
簡
で
あ
る
。

⑩
石
井
鶴
三
宛
三
井
玉
輝
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
─
９
６
］）

拝
復
先
日
は
夜

分
御
邪
魔
い
た

し
失
礼
仕
り
候

さ
て
そ
の
翌
々
日
に

失
礼
と
は
存
候

ひ
し
が
ハ
カ
キ
を

以
つ
て
寸
法
を

申
上
候
と
同
時
に
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絵
稿
拝
借
物

で
あ
る
と
同
時
に

仕
事
が
込
合
つ

て
ゐ
る
事
を

思
ひ
御
選
定

の
上
は
至
急

に
御
返
戻
に
預

り
度
き  

被
旨

申
上
候　

然
る
に

郵
便
物
不
着

の
為
め
［
か　

右
傍
挿
入
］
変
な
事

に
相
成　

御
不
快

を
買
ひ
候
如
は
甚

だ
恐
縮
に
御
座
候

平
に
御
免
被
下

度
願
上
候

上
司
氏
へ
申
上
候

理
由
は
先
生

の
原
稿
約
束
日

よ
り
後
れ
候
為
め
そ
の
方
の

催
促
の
心
地
も

含
ま
れ
全
体
を

促
進
の
心
地
が
あ

つ
た
故
に
候
別
に

其
の
他
に
悪
意

無
き
こ
と
に
御
座
候

先
は
御
詫
び

旁
々
御
願
ま

で
如
斯
に
御
座
候

　
　
　
　
　

草
々

十
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　

三
井
玉
輝

石
井
鶴
三
様

　
　
　
　
　

侍
史

　
（
箱
、
表
紙
／
見
返
し
／
カ
ツ
ト　

右
挿
入
）

次
き
に

寸
法
重
ね
て
申
上
候

箱
、
見
返
し
も
共
に
御
願
申
上
度
候

　
（
図
１
）（
縦
六
寸
、
横
三
寸
五
分
、
束
一
寸
）

に
候　

天
地
左
右
は
可
然

余
裕
を
御
残
し
願
上
度
候

　
（
図
２
）（
縦
2.5
横
５
）

　

書
留
で
出
さ
れ
た
封
筒
表
の
宛
先
は
、「
市
外
田
畑
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」

で
あ
る
。
消
印
の
日
付
は
大
正
九
年
十
一
月
二
十
四
日
、
時
間
と
地
名
は
判
読

で
き
な
い
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
、「
東
京
市
芝
公
園
九
号
地
／
新
家
庭 

新
演
芸 
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発
行
所 

玄
文
社
／
三
井
玉
輝
」
で
あ
る
。
玄
文
社
用
の
封
筒
を
使
用
し
て
お
り
、

玄
文
社
の
住
所
の
他
に
、
電
話
番
号
と
振
替
口
座
の
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
井
玉
輝
に
よ
っ
て
「
大
正
九
年
十
一
月
二
十
四
日
」
と
日
付
が
記
入

さ
れ
て
い
る
。
封
筒
裏
は
、
署
名
と
日
付
の
数
字
の
み
肉
筆
で
、
そ
の
他
は
印

刷
で
あ
る
。
巻
紙
で
、
本
文
は
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
が
、「
箱
、
表
紙
／
見
返

し
／
カ
ツ
ト
」
の
メ
モ
と
［
図
２
］
は
鉛
筆
書
き
で
あ
る
。［
図
１
］
は
単
行
本

『
花
道
』
の
寸
法
を
記
し
た
図
で
あ
る
。

　

⑩
の
書
簡
の
冒
頭
に
は
「
先
日
は
夜
分
御
邪
魔
い
た
し
失
礼
仕
り
候
」
と
あ

る
の
で
、
三
井
玉
輝
は
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
の
打
ち
合
わ
せ
に
石

井
鶴
三
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
そ
の
翌
々
日
に
」、
単
行
本
『
花
道
』

の
寸
法
と
、「
絵
稿
」
が
「
時
事
新
報
」
か
ら
の
「
拝
借
物
で
あ
る
」
こ
と
、「
御

選
定
の
上
は
至
急
に
御
返
戻
に
預
り
度
き
」
こ
と
を
記
し
た
葉
書
を
送
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、「
郵
便
物
不
着
の
為
め
か
変
な
事
に
相
成
」
と
、
石
井
鶴
三
と

の
間
に
行
き
違
い
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
言
い
訳
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

上
司
小
剣
に
「
石
井
さ
ん
が
さ
し
ゑ
と
り
上
け
き
り
で
こ
ま
り
を
り
候
」
と
訴

え
た
理
由
を
、「
先
生
（
引
用
者
注
・
上
司
小
剣
の
こ
と
）
の
原
稿
約
束
日
よ
り

後
れ
候
為
め
そ
の
方
の
催
促
の
心
地
も
含
ま
れ
全
体
を
促
進
の
心
地
が
あ
つ
た

故
に
候
別
に
其
の
他
に
悪
意
無
き
こ
と
に
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

⑩
の
書
簡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
箱
、
見
返
し
も
共
に
御
願
申
上
度
候
」
と

あ
る
こ
と
だ
。
単
行
本
『
花
道
』
に
は
「
箱
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が

こ
れ
ま
で
に
見
つ
け
た
単
行
本
『
花
道
』
は
い
ず
れ
も
箱
が
な
く
、
未
だ
に
箱

の
現
物
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

上
司
小
剣
と
三
井
玉
輝
と
が
非
礼
を
詫
び
、
仕
事
の
継
続
を
懇
願
し
た
か
ら

で
あ
ろ
う
、
石
井
鶴
三
は
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
の
仕
事
を
途
中
で

放
り
出
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
を
知
り
、
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
⑪
の
礼
状
を
出
し
て
い
る
。

⑪
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
２
１
］）

お
手
紙
拝
見
。
漸
く
安
心

い
た
し
ま
し
た
。
本
は
［
第
二
で
も
よ
ろ
し
く
、　

ミ
セ
ケ
チ
］［
第
二
と
し
て
、

　

左
傍
挿
入
］

あ
な
た
の
お
気
持
ち

の
な
ほ
つ
た
の
を
欣
ん
で
居
り

ま
す
。
御
礼
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
八
日

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
。
田
端
二
八
二
。
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消
印

の
日
付
は
大
正
九
年
十
一
月
二
十
九
日
、
午
前
九
時
か
ら
十
時
、
地
名
は
「
白

金
」
で
あ
る
。
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
あ

る
。
葉
書
表
の
宛
先
と
日
付
、
葉
書
裏
の
本
文
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
「
漸
く
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
本
は
第
二
と
し
て
、
あ
な
た
の

お
気
持
ち
の
な
ほ
つ
た
の
を
欣
ん
で
居
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。「
本
」
と
い

う
の
は
単
行
本
『
花
道
』
の
こ
と
で
あ
る
。
上
司
小
剣
は
「
本
は
第
二
と
し
て
」

と
述
べ
、
石
井
鶴
三
と
の
関
係
が
修
復
さ
れ
た
こ
と
を
第
一
に
喜
ん
で
い
る
。

上
司
小
剣
に
と
っ
て
挿
絵
画
家
は
誰
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

上
司
小
剣
は
「
挿
絵
画
家
は
作
家
の
女
房
」（
前
掲
）
に
お
い
て
、
小
説
家
と
挿

絵
画
家
の
関
係
は
、「
小
説
を
書
く
人
と
挿
絵
を
書マ

マ

く
人
と
は
相
互
に
共
通
点
が

あ
つ
て
」「
こ
の
作
者
に
は
こ
の
画
家
と
い
ふ
こ
と
が
夫
婦
関
係
の
や
う
に
ピ
ツ

タ
リ
と
合
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
両
者
の
共
通
点
は
、
芸

術
上
の
挑
戦
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
上
司
小
剣
は
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
新
聞

小
説
を
芸
術
小
説
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
石
井
鶴
三
は
新
聞
の
挿
絵
を
小
説

か
ら
離
れ
て
も
独
立
し
得
る
芸
術
品
に
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
ま
た
、「
画
家
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の
方
か
ら
も
十
分
に
小
説
の
方
の
作
意
を
了
解
し
、
小
説
家
の
方
か
ら
も
画
家

の
心
持
を
よ
く
わ
か
る
と
い
ふ
工
合
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
の
で
、

上
司
小
剣
の
意
図
を
汲
ん
で
挿
絵
を
描
い
て
く
れ
る
石
井
鶴
三
は
、
上
司
小
剣

に
と
っ
て
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

石
井
鶴
三
は
急
い
で
挿
絵
の
選
択
と
制
作
を
済
ま
せ
、
大
正
九
年
十
二
月
六

日
に
は
玄
文
社
に
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
か
る
の
が
、
⑫
石
井
鶴
三

宛
三
井
玉
輝
書
簡
で
あ
る
。

⑫
石
井
鶴
三
宛
三
井
玉
輝
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
─
９
５
］）

拝
復

　

御
多
用
中

　

さ
し
ゑ

　

御
揮
毫
い
た
だ

　

き
厚
く
御
礼

　

申
上
候

　

さ
て

　

其
の
節
小
生
拝

　

趨
の
際
持
参
い

　

た
し
候
さ
し
ゑ

　

旧
稿
（
四
十
九
枚
）
は

　

御
手
数
恐
れ
な
か

　

ら
時
事
新
報

　

社
よ
り
拝
借
い
た

　

し
候
も
の
故
何

　

卒
御
保
存
な

　

し
置
き
被
下
度

　

願
入
候

　

そ
の
内
当
方
よ
り

　

頂
戴
に
差
出
し

　

申
候

　

尤
も

　

四
十
九
枚
の
う

　

ち
十
六
枚
ほ
ど

　

は
只
今
新
規
の
分

　

と
同
時
に
落
手
い

　

た
し
申
候

　

さ
す
れ
ば
残
り
は

　

三
十
三
枚
に
御
座
候

　

も
し
御
序
の
節

　

御
返
送
い
た
だ
け
れ

　

ば
誠
に
幸
に
御
座
候

　

先
は
御
礼
旁
々

　

重
ね
て
御
願
ま

　

で
如
斯
に
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　

草
々

　

十
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　

三
井
玉
輝

石
井
鶴
三
様

　
　
　
　
　

侍
史

　

封
筒
表
の
宛
先
は
、「
府
内
田
畑
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消
印
の
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日
付
は
大
正
九
年
十
二
月
六
日
、
時
間
と
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
封
筒
裏
の

差
出
人
は
、「
東
京
市
芝
公
園
九
号
地
／
新
家
庭 

新
演
芸 

発
行
所 

玄
文
社
／
三

井
玉
輝
」
で
あ
る
。
玄
文
社
用
の
封
筒
を
使
用
し
て
お
り
、
玄
文
社
の
住
所
の

他
に
、
電
話
番
号
と
振
替
口
座
の
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
井
玉

輝
に
よ
っ
て
「
大
正
九
年
十
二
月
六
日
」
と
日
付
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
封
筒

裏
は
、
署
名
と
日
付
の
数
字
の
み
肉
筆
で
、
そ
の
他
は
印
刷
で
あ
る
。
巻
紙
で
、

本
文
は
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

三
井
玉
輝
は
、「
御
多
用
中
さ
し
ゑ
御
揮
毫
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
上
候
」
と

礼
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
し
た
い
の
は
そ
の
後
で
あ
る
。
三
井
玉
輝

は
「
さ
し
ゑ
旧
稿
（
四
十
九
枚
）
は
御
手
数
恐
れ
な
か
ら
時
事
新
報
社
よ
り
拝

借
い
た
し
候
も
の
故
」、「
そ
の
内
当
方
よ
り
頂
戴
に
差
出
し
申
候
」「
御
序
の
節

御
返
送
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
に
御
座
候
」
と
、
石
井
鶴
三
に
「
花
道
」
の
画

稿
の
返
却
を
求
め
て
い
る
。「
花
道
」の
挿
絵
画
稿
に
つ
い
て
は
、
玄
文
社
と
時

事
新
報
社
と
の
間
で
使
用
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
花
道
」の
挿
絵
画
稿
の
所
有
権
は
、
制
作
者
で
あ
る
石
井
鶴
三
で
は
な
く
、
時

事
新
報
社
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
て
か
、
単
行
本
『
花
道
』
の
出
版
準
備
で
は
、
著
者

で
あ
る
上
司
小
剣
が
玄
文
社
と
石
井
鶴
三
と
の
取
り
次
ぎ
を
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
⑬
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら
も
、
そ
の
様
子
が
窺
え
る
。

⑬
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
３
１
］）

お
葉
が
き
拝
見
。
森
ヶ
崎
へ
の
御
書
も
た
し

か
に
拝
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
あ
の
葉
が
き

を
差
し
上
げ
た
の
で
し
た
。
い
ろ
〳
〵
有
り

難
く
存
じ
ま
し
た
。
画
の
校
正
は
御
覧
に

入
れ
た
で
せ
う
か
。
間
に
合
は
な
か
つ
た
ら
、（
新

年
の
売
り
出
し
は
［
今　

左
傍
挿
入
］
七
日
が
大
取
次
の
締
切
り
だ

さ
う
で
す
）
初
版
だ
け
絵
な
し
に
願
ひ
た
い
な

ど
と
も
申
し
て
居
り
ま
し
た
。　
　

十
二
月
七
日

　

葉
書
表
の
宛
先
は
、「
府
下
。
板
橋
中
丸
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」で
あ
る
。
消

印
は
な
い
。
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
あ
る
。

差
出
人
以
外
は
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
読
売
新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
の
大
正
九
年
十
二
月
一
日
の
記
事
に
は

「
上
司
小
剣
氏　

来
る
三
日
頃
森
ヶ
崎
ま
た
は
稲
毛
に
旅
行
」と
あ
り
、
大
正
九

年
十
二
月
十
日
の
記
事
に
は
「
上
司
小
剣
氏 

十
二
日
頃
帰
京
す
る
と
」
と
あ

る
の
で
、
上
司
小
剣
は
大
正
九
年
十
二
月
三
日
頃
か
ら
十
二
日
頃
ま
で
森
ヶ
崎

に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

石
井
鶴
三
は
単
行
本
『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
の
件
で
上
司
小
剣
に
「
森
ヶ

崎
へ
の
御
書
」
や
「
お
葉
書
き
」
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
司
小
剣
は
「
画

の
校
正
は
御
覧
に
入
れ
た
で
せ
う
か
」
と
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
石

井
鶴
三
の
と
こ
ろ
に
画
稿
の
校
正
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
大
正
九
年

二
月
二
十
日
〔
推
定
〕
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
書
６
―
４
５
］）

の
中
で
、
上
司
小
剣
は
「
校
正
を
お
眼
に
か
け
な
か
つ
た
さ
う
で
、
何
ん
と
も

恐
れ
入
れマ

マ

ま
し
た
」
と
謝
っ
て
い
る
。

　

⑬
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
間
に
合
は
な
か
つ
た
ら
、（
新
年
の
売
り
出
し

は
今
七
日
が
大
取
次
の
締
切
り
だ
さ
う
で
す
）
初
版
だ
け
絵
な
し
に
願
ひ
た
い

な
ど
と
も
申
し
て
居
り
ま
し
た
」
と
玄
文
社
の
意
向
を
伝
え
て
い
た
が
、
結
局

「
新
年
の
売
り
出
し
」
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
単
行
本
『
花
道
』
は

大
正
九
年
二
月
三
十
日

（
９
）

に
玄
文
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

　

単
行
本
『
花
道
』
の
出
版
前
に
、
玄
文
社
か
ら
石
井
鶴
三
に
「
花
道
装
幀
料
」
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が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
送
金
伝
票
が
⑭
石
井
鶴
三
宛
玄
文
社
書
簡
で

あ
る
。

⑭
石
井
鶴
三
宛
玄
文
社
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
─
９
４
］）

　
　

送
金
伝
票

金
額　

金
貮
拾
［
五　

右
傍
挿
入
］
円
也　
［
印
］

題
号　

花
道
装
幀
料

備
考　
［
印
］

　

右
御
送
金
申
上
候
間
御
査
収
被
成
下
度
尚
御
面
倒
恐
入

　

候
へ
ど
も
別
紙
領
収
証
折
返
し
御
送
附
の
程
奉
願
候

　
　

大
正
十
年
一
月
二
十
八
日        

東
京
市
芝
公
園
九
号
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
文
社
会
計
課
［
印
］

石
井
鶴
三
殿

［
割
印
］

　

書
留
・
親
展
で
出
さ
れ
た
封
筒
表
の
宛
先
は
、「
市
外
池
袋
一
〇
四
一
／
石
井

鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消
印
の
年
月
は
判
読
で
き
な
い
が
二
十
九
日
、
二
時
か
ら

三
時（
午
前
か
午
後
か
は
判
読
で
き
な
い
）、
地
名
は
判
読
で
き
な
い
。
封
筒
裏

の
差
出
人
は
「
東
京
市
芝
公
園
九
号
地
／
振
替
口
座
東
京
一
四
一
七
七
番
／
電

話
芝
六
六
九
七
・
七
二
七
五
番
／
新
家
庭 

新
演
芸 

発
行
所 

玄
文
社
」
で
あ
る
。

　

送
金
伝
票
は
、
金
額
の
「
金
貮
拾
五
円
也
」、
題
号
の
「
花
道
装
幀
料
」、
宛

名
の
「
石
井
鶴
三
」
の
み
肉
筆
で
、
日
付
は
印
、
あ
と
は
印
刷
で
あ
る
。
送
金

伝
票
の
日
付
は
大
正
十
年
一
月
二
十
八
日
で
あ
る
。「
花
道
装
幀
料
」は
二
十
五

円
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
新
た
に
制
作
し
た
挿
絵
の
画
料
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
単
行
本
『
花
道
』
の
定
価
は
二
円
五
十
銭
だ
か
ら
、「
花
道

装
幀
料
」
は
単
行
本
『
花
道
』
十
冊
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

上
司
小
剣
も
回
想
し
た
よ
う
に
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
は
「
幸
ひ
新
聞
小
説
と

し
て
も
成
功
し
た
方
で
」（
前
掲
「『
東
京
』
に
就
て
」）
で
あ
っ
た
。
岡
田
三
郎

が
、「
新
年
随
筆
（
六
）」（「
時
事
新
報
」
大
正
14
年
１
月
21
日
）
の
中
で
、「
卑
俗

な
ら
ざ
る
も
の
に
、
石
井
鶴
三
氏
の
挿
絵
が
あ
る
。
上
司
小
剣
氏
の
『
東
京
』

が
『
朝
日
』
に
載
つ
て
ゐ
た
頃
、
鶴
三
氏
の
挿
絵
を
見
る
の
が
毎
日
の
楽
し
み

で
あ
つ
た
」
と
評
し
た
よ
う
に
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
成
功
に
は
石
井
鶴
三
の

挿
絵
の
魅
力
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

石
井
鶴
三
の
挿
絵
は
小
説
世
界
と
見
事
に
合
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

背
景
に
は
上
司
小
剣
の
石
井
鶴
三
に
対
す
る
厚
い
信
頼
が
あ
り
、
石
井
鶴
三
の

上
司
小
剣
や
そ
の
作
品
に
対
す
る
深
い
理
解
が
あ
っ
た
。
今
回
紹
介
し
た
「
東

京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
に
関
す
る
書
簡
か
ら
、
相
互
理
解
に
基
づ
い
た
上

司
小
剣
と
石
井
鶴
三
の
共
同
作
業
の
様
子
が
具
体
的
に
見
え
て
き
た
こ
と
で
、

両
者
の
密
接
な
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
小
説
家
と
挿
絵
画
家
と
の
間
に
、
新
聞
の
担
当
者
が
介
在
し
、
積
極

的
に
仲
介
役
を
務
め
る
こ
と
で
、
両
者
の
共
同
作
業
を
支
え
て
い
た
事
実
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
小
説
家
と
挿
絵
画
家
と
、
そ
し
て
新
聞
の
担
当
者
の
三
者
の

努
力
に
よ
っ
て
、「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
は
成
功
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
稿
で
は
上
司
小
剣
の
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
が
「
東
京
朝
日
新

聞
」
に
連
載
さ
れ
た
い
き
さ
つ
や
理
由
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
今
回
詳

ら
か
に
な
っ
た
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
の
事
情
は
、
当
時
の
新
聞
に
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お
け
る
新
聞
小
説
の
位
置
や
新
聞
小
説
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
も
、
有
用
な
材

料
を
提
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
　
注

⑴　

当
時
、『
読
売
新
聞
』
は
全
従
業
員
に
休
養
を
与
え
る
た
め
、
毎
年
末
三
十
日
を
休
業
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
十
二
月
三
十
一
日
は
休
刊
と
な
る
。
大
正
九
年
十
二
月
二
十
八
日

の
『
読
売
新
聞
』
に
も
「
休
刊
に
付
謹
告
」
の
社
告
が
掲
載
さ
れ
、
大
正
九
年
十
二
月
三

十
一
日
は
休
刊
で
あ
っ
た
。
土
岐
善
麿
は
大
正
九
年
十
二
月
三
十
一
日
の
夜
に
、
大
正
十

年
一
月
一
日
の
「
読
売
新
聞
」
を
読
ん
で
、
上
司
小
剣
の
「
今
年
は
何
を
書
く
か
―
長
篇

『
東
京
』」
を
見
つ
け
た
と
い
う
が
、
上
司
小
剣
の
「『
東
京
』
に
就
て
」（『
長
篇
文
学
全

集
第
16
巻
〈
上
司
小
剣
篇
〉』「
長
篇
小
説
月
報
」
第
９
号
、
昭
和
３
年
11
月
１
日
、
新
潮

社
）
に
よ
る
と
、「
そ
れ
（
引
用
者
注 

・ 「
今
年
は
何
を
書
く
か
―
長
篇
『
東
京
』」
を
さ
す
）

が
十
年
の
元
旦
の
新
聞
に
載
つ
て
ゐ
る
の
を
、
私
が
ま
だ
見
な
い
大
晦
日
の
夜
半
十
二

時
頃
」
と
あ
る
の
で
、
東
京
朝
日
新
聞
社
に
は
一
般
家
庭
よ
り
早
く
、
前
日
の
う
ち
に
大

正
十
年
一
月
一
日
の
「
読
売
新
聞
」
が
届
い
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

参
考
ま
で
に
原
田
譲
二
と
土
岐
善
麿
の
略
歴
を
次
に
記
し
て
お
く
。

　
　

原
田
譲
二
（1885

―1964

）
は
、
詩
人
、
新
聞
記
者
。
筆
名
は
ゆ
づ
る
。
岡
山
県
後

月
郡
西
江
原
に
生
ま
れ
る
。
明
治
三
十
九
年
頃
、「
文
庫
」
や
「
早
稲
田
文
学
」
な
ど
に
詩

や
小
説
を
発
表
し
、
活
躍
し
た
。
明
治
四
十
一
年
に
早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業
後
、
報

知
新
聞
社
や
読
売
新
聞
社
に
勤
務
。
大
正
四
年
、
東
京
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
大
正
八

年
に
社
会
部
長
と
な
る
。
大
正
十
四
年
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
転
じ
、
編
集
局
長
を
経
て
、

昭
和
十
五
年
に
同
社
専
務
に
な
っ
た
。
著
書
に
『
欧
米
新
聞
遍
路
』（
大
正
15
年
３
月
１

日
、
日
本
評
論
社
）
や
『
イ
ン
ク
街
に
播
く
』（
昭
和
５
年
３
月
５
日
、
一
元
社
）
な
ど

が
あ
る
。

　
　

土
岐
善
麿
（1885

―1980

）
は
、
歌
人
。
号
は
哀
果
。
東
京
市
浅
草
区
松
清
町
に
生

ま
れ
た
。
明
治
三
十
七
年
、
早
稲
田
大
学
英
文
科
に
入
学
し
、
島
村
抱
月
に
師
事
。
窪
田

空
穂
の
第
一
詩
歌
集
『
ま
ひ
る
野
』（
明
治
38
年
）
に
感
銘
を
受
け
、
作
歌
に
励
む
。
明

治
四
十
一
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
読
売
新
聞
に
入
社
、
社
会
部
の
記
者
と
な
る
。
大
正
六

年
に
社
会
部
長
と
な
っ
て
、
東
京
遷
都
五
十
年
記
念
行
事
と
し
て
京
都
・
東
京
間
の
東
西

対
抗
駅
伝
競
争
を
企
画
し
、
大
成
功
を
収
め
た
。
大
正
七
年
に
東
京
朝
日
新
聞
に
移
り
、

昭
和
十
五
年
ま
で
在
社
。
戦
後
、
早
稲
田
大
学
で
上
代
文
学
担
当
の
講
師
と
な
り
、
国
語

審
議
会
会
長
、
日
比
谷
図
書
館
長
な
ど
を
兼
任
し
た
。

⑶　

高
木
健
夫
編
『
新
聞
小
説
史
年
表
』（
昭
和
62
年
５
月
30
日
、
国
書
刊
行
会
）
を
参
照
し

た
。

⑷　
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
画
稿
に
つ
い
て
は
、 『
石
井
鶴
三
全
集　

第
二
巻
』（
昭
和
61
年

７
月
18
日
、
形
象
社
）
の
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の
解
説
を
参
照
し
た
。

⑸　

引
用
は
上
司
小
剣
『
蓄
音
機
読
本
』（
昭
和
11
年
６
月
20
日
、文
学
界
社
出
版
部
）に
よ
る
。

⑹　

上
司
小
剣
「
花
聟
」（「
中
外
商
業
新
報
」
大
正
10
年
５
月
18
日
～
同
年
11
月
13
日
）
の

こ
と
。

⑺　
『
日
本
美
術
院
百
年
史　

四
巻
』（
平
成
６
年
５
月
、
日
本
美
術
院
）
を
参
照
し
た
。

⑻　
『
二
科
七
十
年
史
』（
昭
和
60
年
８
月
26
日
、
二
科
会
）
を
参
照
し
た
。

⑼　

発
行
日
は
奥
付
の
記
載
に
従
っ
た
。

参
考
文
献

日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
全
６
巻
、
昭
和
52
年
11
月
18
日
～
53
年
３

月
15
日
、
講
談
社
）

『
朝
日
新
聞
社
史　

大
正
・
昭
和
戦
前
編
』（
平
成
３
年
10
月
１
日
、
朝
日
新
聞
社
）

『
読
売
新
聞
発
展
史
』（
昭
和
62
年
11
月
２
日
、
読
売
新
聞
社
）

『
読
売
新
聞
百
二
十
年
史
』（
平
成
６
年
11
月
２
日
、
読
売
新
聞
社
）

『
石
井
鶴
三
日
記　

第
一
巻
』（
平
成
17
年
３
月
17
日
、
形
文
社
）

『
石
井
鶴
三
展
―
芸
術
は
白
刃
の
上
を
行
く
が
如
し
』（
平
成
21
年
10
月
10
日
、
松
本
市
美
術

館
）


